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電子情報工学科カリキュラム・マップ
■電子情報工学科の教育理念

電子情報工学科は，電子工学と情報工学に関する基礎から応用に至る幅広い教育と研究を通して，自然環境
にも配慮した科学技術の発展に熱意を持って取り組む，高度な専門能力を備えた創造性豊かな人材の育成を目
指す。

■電子情報工学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

学則に定める所定の修業年限及び修得単位を満たし，次の能力・資質を身につけた学生に学士（工学）の学
位を授与します。

（1）学士としての基礎的な知識や一般的な教養を身につけていること。
（2）電子工学と情報工学に関する基礎から応用に至る幅広い専門知識を身につけていること。
（3）社会の要求を踏まえて専門的課題を設定し，解決できること。
（4）自らの創造力や他者との論理的なコミュニケーションを通して，新しい技術を生み出せること。
（5）科学技術の発展に熱意を持ち，かつ電子情報技術者として社会に対する責任を自覚していること。

■電子情報工学科の教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

電子情報工学科は，ハードウェアとソフトウェアの両方に精通した技術者を育成するため，豊かな素養と基
礎的な学力を身につける⽛基盤⽜⽛教養⽜⽛体験型⽜の科目群からなる一般教育科目，ならびに基礎数物系，応
用数物系，電子系，情報系，応用系の⚕系列の専門科目をバランスよく配置した教育体系を展開します。また，
卒業認定・学位授与の方針と各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ，カリキュラムの体系性・
系統性を示すカリキュラムツリーを提示し，カリキュラムの構造をわかりやすく明示します。
教育内容，教育方法，学修成果の評価については以下のように定めます。

1）教育内容
（1）初年次には大学生としての見識と豊かな人間性を養う学習を主体とし，同時に電子系および情報系分野の
入門的な科目も配置します。

（2）数理法則の基礎概念と自然科学に関する基礎的知識を身につけ，自然界を支配する一般的法則や現象を理
解し，電子情報工学を広い視点で理解する基礎的能力を養う科目を配置します。

（3）電気・電子現象を具体的に理解するための基礎技能を身につけるとともに，電子系科目の基礎知識に基づ
き，エレクトロニクスに関する専門的な知識を習得し，エレクトロニクスに関連した問題を解決するための
応用能力を養う科目を配置します。

（4）コンピュータリテラシーを含む基本的な情報処理能力を身につけるとともに，情報系科目の基礎知識に基
づき，情報処理技術に関する専門的な知識を習得し，情報処理技術に関連した問題を解決するための応用能
力を養う科目を配置します。

（5）電子系および情報系科目の基礎理論と知識に基づき，計測，制御，通信などの分野における専門的な知識
を習得し，それらに関連した問題を解決するための応用能力を養う科目を配置します。

（6）コンピュータプログラムの作成・実行や実験の計画・遂行を自律しておこない，結果を工学的に考察し，
まとめる能力を養い，社会の要求を踏まえて課題を設定し解決できるデザイン能力を養う科目を配置します。

2）教育方法
（1）初年次教育においては学習効果を上げるために少人数授業を実施し，さらに演習によるきめ細やかな指導
を行うことで高校までの数物系の知識を固めます。また，専門分野となる電子系および情報系分野に早い段
階で慣れ親しむため，専門科目担当教員も初年次の授業を担当することとしています。

（2）各学生に対して教員一人がアカデミック・アドバイザーとなり，学生からの相談を受ける機会として年⚒
回，学期ごとに面談を行い，その中で学業成績や履修状況に応じて，修学や進路に関する指導を行います。
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（3）学生と教員の双方向のコミュニケーションを円滑にし，学習効率を向上させるため，講義資料の配布や採
点後レポートの返却など学生に情報を提供する際や，WEBテストや授業評価アンケートの実施など学生か
ら情報を集める際に，積極的にLMSを活用します。

（4）電子系および情報系分野のテクノロジーを講義・演習を通して体系的に学び，さらに具体的な内容を通し
てより深い理解を得るため，最新の設備・機器を使った多くの実験，実習を実施します。

（5）実践力の育成を重視する授業においては，学生・教員間のコミュニケーションや学生同士の議論を通して
学生の主体的発想力と協調的問題解決力を養うため，クリッカー・グループワーク・反転授業などを活用し
たアクティブ・ラーニングを実施します。

（6）学習の集大成として⚔年次に取り組む卒業研究においては，問題に対する思考・分析・解決の能力を身に
つけ，また自らの考えや研究の結果を他人に伝える表現力を身につけることを目的とし，少人数によるイン
タラクティブな教育を実施します。

3）学修成果の評価
学修成果の評価方法は各科目のシラバスで提示しています。各科目の方法に従った評価をします。
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電子情報工学科 カリキュラム・ツリー

インターンシップ
電子情報工学実験Ⅱ
プロジェクト実習B
プロジェクト実習A
計算機実習Ⅲ

電子情報工学実験Ⅰ
計算機実習Ⅱ
計算機実習Ⅰ

物理学演習
数学演習
基礎演習

情報リテラシー演習

卒業研究

実験実習等

通信工学通論
制御工学Ⅱ
制御工学Ⅰ
光工学Ⅱ

情報通信システム
音響工学
電気工学通論
工学倫理

光工学Ⅰ

電子計測
プレゼンテーション

通信法規
システム工学
センサ工学

応用系

情報理論
アルゴリズム通論

システムとネットワーク
自然言語処理

画像工学
データ工学

計算機言語学Ⅱ

計算機言語学Ⅰ
オペレーティングシステム
計算機アーキテクチャ
プログラミング序論Ⅱ
プログラミング序論Ⅰ

情報工学基礎Ⅱ
情報工学基礎Ⅰ

知識情報工学

情報系

電波工学
論理回路

光エレクトロニクス
電子デバイス
電子回路Ⅰ

電気磁気学Ⅱ
電気磁気学Ⅰ
電子回路Ⅰ
電気回路Ⅱ

固体電子工学
電子物性

電気回路Ⅰ

電気回路基礎
電子工学基礎Ⅱ
電子工学基礎Ⅰ

集積回路
電気電子材料学

電子系

数値解析Ⅰ
数理工学

物理数学
応用数学Ⅱ
応用数学Ⅰ

数値解析Ⅱ

応用数物系

専門科目

物理学Ⅰ

確率統計

物理学Ⅱ
解析学序論
代数学序論 幾何学序論
微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅱ線形代数学Ⅰ

幾何学Ⅰ
解析学Ⅰ

幾何学Ⅱ
解析学Ⅱ

代数学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

代数学Ⅱ
数理統計学

基礎数物系

一
般
教
育
科
目
（
基
盤
科
目
）

一
般
教
育
科
目
（
教
養
科
目
）

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

DP1

【DP1】
学士としての基礎的な知識や一般
的な教養を身につけていること。

【到達目標】（A）
さまざまな学修に
通じる基礎的な知
識やスキル及びリ
テラシーを習得す
る。

DP1

【到達目標】（B）
一般的・普遍的な
教養を身につける。

DP2

【到達目標】（C）
数理法則の基礎概
念と自然科学に関
する基礎知識を身
につける。

DP2

【到達目標】（D）
電子工学に関する
基礎から応用に至
る幅広い専門知識
を身につける。

DP2

【到達目標】（E）
情報工学に関する
基礎から応用に至
る幅広い専門知識
を身につける。

DP3

【到達目標】（F）
習得した専門知識
と自らの判断能力
を駆使して，専門
的課題を解決する。

DP3

【到達目標】（G）
社会の要求を踏ま
えて課題を設定し，
解決までの道筋を
デザインする。

DP4

【到達目標】（H）
論理的な記述や口
頭発表，討議を通
して相手と正しく
理解し合える。

DP4

【到達目標】（I）
創造性豊かな専門
能力を備え，新し
い技術を生み出せ
る。

DP5

【到達目標】（J）
自然環境や生活の
豊かさに配慮した
科学技術の発展に
熱意を持つ。

DP5

【到達目標】（K）
電子情報技術者と
して倫理観を持ち，
社会に対する責任
を自覚する。

【DP2】
電子工学と情報工学に関する基礎から応用に
至る幅広い専門知識を身につけていること。

【DP3】
社会の要求を踏まえて専門的課題を設定
し，解決できること。

【DP4】
自らの創造力や他者との論理的なコミュニケーション
を通して，新しい技術を生み出せること。

【DP5】
科学技術の発展に熱意を持ち，かつ電子情報技術者として
社会に対する責任を自覚していること。





〈到達目標〉 対応する学位授与方針
A さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリテラシーを習得する。 （1）
B 一般的・普遍的な教養を身につける。 （1）
C 数理法則の基礎概念と自然科学に関する基礎知識を身につける。 （2）
D 電子工学に関する基礎から応用に至る幅広い専門知識を身につける。 （2）
E 情報工学に関する基礎から応用に至る幅広い専門知識を身につける。 （2）
F 習得した専門知識と自らの判断能力を駆使して，専門的課題を解決する。 （3）
G 社会の要求を踏まえて課題を設定し，解決までの道筋をデザインする。 （3）
H 論理的な記述や口頭発表，討議を通して相手と正しく理解し合える。 （4）
I 創造性豊かな専門能力を備え，新しい技術を生み出せる。 （4）
J 自然環境や生活の豊かさに配慮した科学技術の発展に熱意を持つ。 （5）
K 電子情報技術者として倫理観を持ち，社会に対する責任を自覚する。 （5）

授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

英
語

英語リーディングⅠ 1 1 ○
英語リーディングⅡ 1 1 ○
英語リーディングⅢ 1 2 ○
英語リーディングⅣ 1 2 ○
英語コミュニケーションⅠ 1 1 ○
英語コミュニケーションⅡ 1 1 ○
英語コミュニケーションⅢ 1 2 ○
英語コミュニケーションⅣ 1 2 ○
英語特講Ⅰ 1 1 ○
英語特講Ⅱ 1 1 ○
英語ライティングⅠ 1 1 ○
英語ライティングⅡ 1 1 ○
英語文化演習Ⅰ 2 2 ○
英語文化演習Ⅱ 2 2 ○

共通 世界の言語と文化 2 1 ○

ド
イ
ツ
語

ドイツ語基礎Ⅰ 1 1 ○
ドイツ語基礎Ⅱ 1 1 ○
ドイツ語基礎Ⅲ 1 2 ○
ドイツ語基礎Ⅳ 1 2 ○
ドイツ語会話Ⅰ 1 1 ○
ドイツ語会話Ⅱ 1 1 ○
ドイツ語文化Ⅰ 2 1 ○
ドイツ語文化Ⅱ 2 2 ○
ドイツ語文化Ⅲ 2 2 ○
ドイツ語文化演習Ⅰ 2 3 ○
ドイツ語文化演習Ⅱ 2 3 ○
ドイツ語言語演習Ⅰ 2 3 ○
ドイツ語言語演習Ⅱ 2 3 ○
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語基礎Ⅰ 1 1 ○
フランス語基礎Ⅱ 1 1 ○
フランス語基礎Ⅲ 1 2 ○
フランス語基礎Ⅳ 1 2 ○
フランス語会話Ⅰ 1 1 ○
フランス語会話Ⅱ 1 1 ○
フランス語文化Ⅰ 2 1 ○
フランス語文化Ⅱ 2 2 ○
フランス語文化Ⅲ 2 2 ○
フランス語文化演習Ⅰ 2 3 ○
フランス語文化演習Ⅱ 2 3 ○
フランス語言語演習Ⅰ 2 3 ○
フランス語言語演習Ⅱ 2 3 ○
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

中
国
語

中国語基礎Ⅰ 1 1 ○
中国語基礎Ⅱ 1 1 ○
中国語基礎Ⅲ 1 2 ○
中国語基礎Ⅳ 1 2 ○
中国語会話Ⅰ 1 1 ○
中国語会話Ⅱ 1 1 ○
中国語文化Ⅰ 2 1 ○
中国語文化Ⅱ 2 2 ○
中国語文化Ⅲ 2 2 ○
中国語文化演習Ⅰ 2 3 ○
中国語文化演習Ⅱ 2 3 ○
中国語言語演習Ⅰ 2 3 ○
中国語言語演習Ⅱ 2 3 ○
中国語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
中国語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

ロ
シ
ア
語

ロシア語基礎Ⅰ 1 1 ○
ロシア語基礎Ⅱ 1 1 ○
ロシア語基礎Ⅲ 1 2 ○
ロシア語基礎Ⅳ 1 2 ○
ロシア語会話Ⅰ 1 1 ○
ロシア語会話Ⅱ 1 1 ○
ロシア語文化Ⅰ 2 1 ○
ロシア語文化Ⅱ 2 2 ○
ロシア語文化Ⅲ 2 2 ○
ロシア語文化演習Ⅰ 2 3 ○
ロシア語文化演習Ⅱ 2 3 ○
ロシア語言語演習Ⅰ 2 3 ○
ロシア語言語演習Ⅱ 2 3 ○
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

韓
国
・
朝
鮮
語

韓国・朝鮮語基礎Ⅰ 1 1 ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅱ 1 1 ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅲ 1 2 ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅳ 1 2 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅰ 1 1 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅱ 1 1 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅲ 1 2 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅳ 1 2 ○
韓国・朝鮮語文化Ⅰ 2 1 ○
韓国・朝鮮語文化Ⅱ 2 2 ○
韓国・朝鮮語文化Ⅲ 2 2 ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 3 ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 3 ○
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 3 ○
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 3 ○
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

身
体 －

健康とスポーツの科学Ⅰ 2 1 ○
健康とスポーツの科学Ⅱ 2 1 ○
体育実技ⅠA 1 1 ○
体育実技ⅠB 1 1 ○
体育実技ⅡA 1 1 ○
体育実技ⅡB 1 1 ○
体育実技ⅢA 1 1 ○
体育実技ⅢB 1 1 ○
体育実技ⅣA 1 1 ○
体育実技ⅣB 1 1 ○

情
報 －

コンピュータ科学 2 1 ○
情報技術論 2 1 ○
情報と社会 2 1 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K

一
般
教
育
科
目

教
養
科
目

人
文
科
学

自
己

哲学 2 1 ○
倫理学Ⅰ 2 1 ○
倫理学Ⅱ 2 1 ○
論理学Ⅰ 2 1 ○
論理学Ⅱ 2 1 ○
社会思想史 2 1 ○
行動科学 2 1 ○
基礎心理学 2 1 ○
人間関係論 2 1 ○

文
化

日本文学 2 1 ○
外国文学Ⅰ 2 1 ○
外国文学Ⅱ 2 1 ○
言語学Ⅰ 2 1 ○
言語学Ⅱ 2 1 ○
芸術論Ⅰ 2 1 ○
芸術論Ⅱ 2 1 ○
異文化コミュニケーション 2 1 ○
現代文化論 2 1 ○
音声学セミナー 2 1 ○
一般言語学セミナー 2 1 ○
デザインセミナーⅠ 2 1 ○
デザインセミナーⅡ 2 1 ○

歴
史

歴史学Ⅰ 2 1 ○
歴史学Ⅱ 2 1 ○
歴史学Ⅲ 2 1 ○
歴史学Ⅳ 2 1 ○
考古学 2 1 ○

社
会
科
学

社
会
構
造

法学 2 1 ○
日本国憲法 2 1 ○
経済学 2 1 ○
政治学 2 1 ○
社会学 2 1 ○
マスコミ論 2 1 ○
生涯学習論 2 1 ○

地
域

地理学 2 1 ○
人類学 2 1 ○
地誌学 2 1 ○
国際事情 2 1 ○
カナダの自然と社会Ⅰ 2 1 ○
カナダの自然と社会Ⅱ 2 1 ○

自
然
科
学

環
境

地球科学Ⅰ 2 1 ○
地球科学Ⅱ 2 1 ○
環境生物科学Ⅰ 2 1 ○
環境生物科学Ⅱ 2 1 ○
物質科学 2 1 ○
物質環境科学 2 1 ○
宇宙科学Ⅰ 2 1 ○
宇宙科学Ⅱ 2 1 ○
地球環境セミナーⅠ 2 1 ○
地球環境セミナーⅡ 2 1 ○
環境生物科学セミナーⅠ 2 1 ○
環境生物科学セミナーⅡ 2 1 ○
化学セミナーⅠ 2 1 ○
化学セミナーⅡ 2 1 ○
宇宙科学セミナーⅠ 2 1 ○
宇宙科学セミナーⅡ 2 1 ○

普
遍
性

数学概論Ⅰ 2 1 ○
数学概論Ⅱ 2 1 ○
物理学概論Ⅰ 2 1 ○
物理学概論Ⅱ 2 1 ○
数学セミナーⅠ 2 1 ○
数学セミナーⅡ 2 1 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K

一
般
教
育
科
目

教
養
科
目

北
海
道
学

－

北海道史 2 1 ○
北方圏文化論 2 1 ○
北海道文学 2 1 ○
アイヌの言語と文化 2 1 ○
大学史 2 1 ○

キャリア形成科目 キャリア・ガイダンス 1 1 ○

体験型科目

海外文化Ⅰ 1 1 ○
海外文化Ⅱ 1 1 ○
海外文化Ⅲ 1 1 ○
海外文化Ⅳ 1 1 ○

専
門
教
育
科
目

基
礎
数
物
系

線形代数学Ⅰ 2 1 ○
線形代数学Ⅱ 2 1 ○
微分積分学Ⅰ 2 1 ○
微分積分学Ⅱ 2 2 ○
確率統計 2 1 ○
数理統計学 2 2 ○
代数学序論 2 1 ○
代数学Ⅰ 2 2 ○
代数学Ⅱ 2 2 ○
幾何学序論 2 1 ○
幾何学Ⅰ 2 2 ○
幾何学Ⅱ 2 2 ○
解析学序論 2 1 ○
解析学Ⅰ 2 2 ○
解析学Ⅱ 2 2 ○
物理学Ⅰ 2 1 ○
物理学Ⅱ 2 1 ○

応用数物系

応用数学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○
応用数学Ⅱ 2 2 ○ ○ ○
物理数学 2 2 ○ ○
数理工学 2 3 ○ ○ ○
数値解析Ⅰ 2 3 ○ ○ ○
数値解析Ⅱ 2 4 ○ ○

電
子
系

電子工学基礎Ⅰ 2 1 ○ ○
電子工学基礎Ⅱ 2 1 ○ ○
電気回路基礎 2 1 ○ ○
電気回路Ⅰ 2 2 ○
電気回路Ⅱ 2 2 ○
電子回路Ⅰ 2 2 ○
電子回路Ⅱ 2 3 ○ ○
電気磁気学Ⅰ 2 2 ○ ○
電気磁気学Ⅱ 2 2 ○
電子物性 2 2 ○ ○
固体電子工学 2 2 ○ ○
電子デバイス 2 3 ○ ○ ○
光エレクトロニクス 2 3 ○
論理回路 2 3 ○
電波工学 2 3 ○ ○
電気電子材料学 2 4 ○ ○
集積回路 2 4 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K

専
門
教
育
科
目

情
報
系

情報工学基礎Ⅰ 2 1 ○ ○ ○
情報工学基礎Ⅱ 2 1 ○ ○
プログラミング序論Ⅰ 2 2 ○
プログラミング序論Ⅱ 2 2 ○
計算機アーキテクチャ 2 2 ○
オペレーティングシステム 2 2 ○
計算機言語学Ⅰ 2 2 ○
計算機言語学Ⅱ 2 3 ○
自然言語処理 2 3 ○ ○
システムとネットワーク 2 3 ○ ○ ○
アルゴリズム通論 2 3 ○
情報理論 2 3 ○
データ工学 2 3 ○ ○
画像工学 2 3 ○
知識情報工学 2 4 ○ ○

応
用
系

プレゼンテーション 2 2 ○
電子計測 2 2 ○ ○
光工学Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○
光工学Ⅱ 2 3 ○ ○
制御工学Ⅰ 2 3 ○ ○
制御工学Ⅱ 2 3 ○ ○
通信工学通論 2 3 ○ ○ ○ ○
工学倫理 2 3 ○ ○
電気工学通論 2 3 ○ ○ ○
音響工学 2 3 ○ ○ ○ ○
情報通信システム 2 3 ○ ○ ○
センサ工学 2 4 ○ ○
システム工学 2 4 ○ ○ ○
通信法規 2 4 ○ ○

実
験
実
習
等

情報リテラシー演習 1 1 ○ ○ ○
基礎演習 1 1 ○ ○
数学演習 1 1 ○ ○
物理学演習 1 1 ○ ○
計算機実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
計算機実習Ⅱ 1 2 ○ ○ ○
計算機実習Ⅲ 1 3 ○ ○ ○
プロジェクト実習A 1 3 ○ ○ ○
プロジェクト実習B 1 3 ○ ○ ○ ○
電子情報工学実験Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
電子情報工学実験Ⅱ 1 3 ○ ○ ○ ○
インターンシップ 2 3 ○ ○ ○
卒業研究 6 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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電
子

情
報

工
学

科
開

講
科

目
系

統
図

区
分

�
年

�
年

�
年

�
年

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

一 般 教 育 科 目

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

身
体
，
情
報

教
養
科
目

人
文
科
学
，
社
会
科
学
，
自
然
科
学
，
北
海
道

学

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

体
験
型
科
目
，
留
学
生
科
目

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

（
山
鼻
校
舎
に
て
開
講
）

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

（
豊
平
校
舎
に
て
開
講
）

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

（
豊
平
校
舎
に
て
開
講
）

専 門 教 育 科 目

基 礎 数 物 系

線
形
代
数
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅰ

確
率
統
計

線
形
代
数
学
Ⅱ

微
分
積
分
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅱ

代
数
学
序
論

幾
何
学
序
論

解
析
学
序
論

微
分
積
分
学
Ⅱ

幾
何
学
Ⅰ

数
理
統
計
学

代
数
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅰ

幾
何
学
Ⅱ

代
数
学
Ⅱ

解
析
学
Ⅱ

応 用

数 物 系

［
応
用
数
学
Ⅰ
］

［
物
理
数
学
］

応
用
数
学
Ⅱ

［
数
理
工
学
］

［
数
値
解
析
Ⅰ
］

数
値
解
析
Ⅱ

電 子 系

電
子
工
学
基
礎
Ⅰ

電
子
工
学
基
礎
Ⅱ

電
気
回
路
基
礎

［
電
気
回
路
Ⅰ
］

［
電
気
磁
気
学
Ⅰ
］

［
電
子
物
性
］

電
気
回
路
Ⅱ

電
気
磁
気
学
Ⅱ

固
体
電
子
工
学

［
電
子
回
路
Ⅰ
］

［
電
子
デ
バ
イ
ス
］

電
子
回
路
Ⅱ

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

論
理
回
路

電
波
工
学

電
気
電
子
材
料
学

集
積
回
路

情 報 系

情
報
工
学
基
礎
Ⅰ

情
報
工
学
基
礎
Ⅱ

［
計
算
機
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
］

［
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
序
論
Ⅰ
］

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

［
計
算
機
言
語
学
Ⅰ
］

［
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
序
論
Ⅱ
］

計
算
機
言
語
学
Ⅱ

シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

デ
ー
タ
工
学

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
通
論

自
然
言
語
処
理

情
報
理
論

画
像
工
学

知
識
情
報
工
学

応 用 系

［
電
子
計
測
］

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

［
光
工
学
Ⅰ
］

［
制
御
工
学
Ⅰ
］

［
工
学
倫
理
］

通
信
工
学
通
論

光
工
学
Ⅱ

制
御
工
学
Ⅱ

電
気
工
学
通
論

音
響
工
学

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

セ
ン
サ
工
学

シ
ス
テ
ム
工
学

通
信
法
規

実 験

実 習 等

情
報
リ
テ
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2018年度（平成30年度）以降入学者 一般教育科目一覧表
○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
基盤科目
（言語）
・英語
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅲ 1 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅳ 1 1
英語コミュニケーションⅠ 1 1
英語コミュニケーションⅡ 1 1
英語コミュニケーションⅢ 1 1
英語コミュニケーションⅣ 1 1
英 語 特 講 Ⅰ 1 1
英 語 特 講 Ⅱ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1 1
英 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
英 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2

・共通
世 界 の 言 語 と 文 化 2 2
・ドイツ語
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ド イ ツ 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 文 化 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 Ⅲ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ド イ ツ 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
・フランス語
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅲ 1 1
フ ラ ン ス 語 基 礎 Ⅳ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 会 話 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 Ⅲ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
フ ラ ン ス 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 2
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 2
・中国語
中 国 語 基 礎 Ⅰ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅱ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅲ 1 1
中 国 語 基 礎 Ⅳ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1 1
中 国 語 文 化 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅱ 2 2
中 国 語 文 化 Ⅲ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
中 国 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
中 国 語 言 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
・ロシア語
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅲ 1 1
ロ シ ア 語 基 礎 Ⅳ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅰ 1 1
ロ シ ア 語 会 話 Ⅱ 1 1
ロ シ ア 語 文 化 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 Ⅲ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅰ 2 2
ロ シ ア 語 言 語 文 化 演 習Ⅱ 2 2
・韓国・朝鮮語
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 基 礎 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅰ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅱ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅲ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 会 話 Ⅳ 1 1
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅰ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅱ 2 2
韓 国 ・ 朝 鮮 語 文 化 Ⅲ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 文 化 演 習 Ⅱ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅰ 2 2
韓 国・朝 鮮 語 言 語 演 習 Ⅱ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 2
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 2

（身体）
健 康 と ス ポ ーツの科学Ⅰ 2 2
健 康 と ス ポ ー ツ の 科 学Ⅱ 2 2
体 育 実 技 Ⅰ A 1 1
体 育 実 技 Ⅰ B 1 1
体 育 実 技 Ⅱ A 1 1
体 育 実 技 Ⅱ B 1 1
体 育 実 技 Ⅲ A 1 1
体 育 実 技 Ⅲ B 1 1
体 育 実 技 Ⅳ A 1 1
体 育 実 技 Ⅳ B 1 1

（情報）
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 2
情 報 技 術 論 2 2
情 報 と 社 会 2 2

計 58 40 40 20 158
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○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
教養科目
（人文科学）
・自己
哲 学 2 2
倫 理 学 Ⅰ 2 2
倫 理 学 Ⅱ 2 2
論 理 学 Ⅰ 2 2
論 理 学 Ⅱ 2 2
社 会 思 想 史 2 2
行 動 科 学 2 2
基 礎 心 理 学 2 2
人 間 関 係 論 2 2
・文化
日 本 文 学 2 2
外 国 文 学 Ⅰ 2 2
外 国 文 学 Ⅱ 2 2
言 語 学 Ⅰ 2 2
言 語 学 Ⅱ 2 2
芸 術 論 Ⅰ 2 2
芸 術 論 Ⅱ 2 2
異文化コミュニケーション 2 2
現 代 文 化 論 2 2
音 声 学 セ ミ ナ ー 2 2
一 般 言 語 学 セ ミ ナ ー 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
・歴史
歴 史 学 Ⅰ 2 2
歴 史 学 Ⅱ 2 2
歴 史 学 Ⅲ 2 2
歴 史 学 Ⅳ 2 2
考 古 学 2 2
人 文 科 学 特 別 講 義 2 2

（社会科学）
・社会構造
法 学 2 2
日 本 国 憲 法 2 2
経 済 学 2 2
政 治 学 2 2
社 会 学 2 2
マ ス コ ミ 論 2 2
生 涯 学 習 論 2 2
・地域
地 理 学 2 2
人 類 学 2 2
地 誌 学 2 2
国 際 事 情 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅰ 2 2
カ ナ ダ の 自 然 と 社 会 Ⅱ 2 2
社 会 科 学 特 別 講 義 2 2

（自然科学）
・環境
地 球 科 学 Ⅰ 2 2
地 球 科 学 Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅰ 2 2
環 境 生 物 科 学 Ⅱ 2 2
物 質 科 学 2 2
物 質 環 境 科 学 2 2
宇 宙 科 学 Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 Ⅱ 2 2
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
地 球 環 境 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅠ 2 2
環 境 生 物 科 学 セ ミ ナ ーⅡ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
宇 宙 科 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
・普遍性
数 学 概 論 Ⅰ 2 2
数 学 概 論 Ⅱ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
物 理 学 概 論 Ⅱ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 2
数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 2
自 然 科 学 特 別 講 義 2 2

（北海道学）
北 海 道 史 2 2
北 方 圏 文 化 論 2 2
北 海 道 文 学 2 2
ア イ ヌ の 言 語 と 文 化 2 2
大 学 史 2 2
開 発 研 究 所 特 別 講 義 2 2
北 海 道 学 特 別 講 義 2 2

（教養科目）
教 養 科 目 特 別 講 義 2 2

計 146 146

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
キャリア形成科目
キ ャ リ ア・ガ イ ダ ン ス 1 1

計 1 1

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
体験型科目
海 外 文 化 Ⅰ 1 1
海 外 文 化 Ⅱ 1 1
海 外 文 化 Ⅲ 1 1
海 外 文 化 Ⅳ 1 1

計 4 4

○印
必修 授 業 科 目 年次及び単位数

1 2 3 4 計
留学生科目（外国人留学生・海外
帰国生徒科目）
〈代替科目〉
日 本 語 演 習 Ⅰ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅰ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅱ 2 2
日 本 語 読 解 ・ 構 文 Ⅱ 2 2
日 本 語 文 章 表 現 Ⅱ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅲ 2 2
日 本 事 情 Ⅰ 2 2
日 本 語 演 習 Ⅳ 2 2
日 本 事 情 Ⅱ 2 2

計 12 8 20
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進級および卒業要件・目標修得単位
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

以下の要件を満たした⚑年次学生は，⚒年次に進級することができます。この要件を満たさない場合は，⚑
年次に留め置きとなります。

一般教育科目…………………………14単位以上修得⎧
⎜
⎨
⎜
⎩
専門教育科目 基礎数物系必修……⚖単位以上修得

選択…………………⚗単位以上修得（基礎数物系を除く）

この単位数は，⽛⚑年次に修得しておく必要のある最低限の単位数⽜を元に設定しており，進級や卒業に向け
て安心できる単位数ではありません。したがって，後述の目標修得単位を元に慎重に履修計画を立てる必要が
あります。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

以下の要件を満たした⚓年次学生は，⚔年次に進級することができます。この要件を満たさない場合は，⚓
年次に留め置きとなります。

総単位数……90単位以上修得

この単位数は，過去の例から⽛卒業の可能性が最低限残されている⽜との判断から設定されています。しか
し，90単位程度で進級した場合には，下級年次の科目を多数履修しながら卒業研究を行うことになるので卒業
要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。卒業見
込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意してください。

総単位数……100単位以上修得

この単位数は，過去の例から⽛卒業の見込みがかなりある⽜との判断から設定されていますが，卒業を保証
するものではありません。卒業見込証明書が発行されても，卒業要件を満足しないために卒業できない場合が
あります。⚔年次の開始時に100単位未満であっても，⚔年次⚑学期終了時に100単位以上を修得した場合は，
卒業見込証明書の発行を受けることができます。

⚔．卒業要件

電子情報工学科では，学部長が教授会の議を経て以下の単位の修得を認定した者に，学長が卒業を許可しま
す。

一般教育科目…………………22単位以上
（英語⚔科目⚔単位以上を含む）

専門教育科目
⎧
⎨
⎩
必修………22単位

⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

総計128単位以上選択………76単位以上
（選択必修30単位以上を含む，基礎数物系を除く）

ほか全体から…………………⚘単位以上
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⚕．目標修得単位

卒業に必要な単位数は128単位以上なので，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると128/⚔＝32単位と
なります。しかし，⚔年次開講の専門教育科目は，20単位（⚑学期14単位，⚒学期は通年の卒業研究のみ）し
かありません。⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く必要があります。さら
に128単位は，あくまで最低限の総単位数ですので，総単位数のみを見て機械的に履修することなく，余裕を見
ながら卒業に必要な各要件を満たしていく必要があります。一方，あまりに多くの科目を履修した場合には，
予習，復習の時間が十分に取れず，結果として不合格になる科目が多くなることも考えられるので，無理の無
い履修を勧めます。
一般に，⚑年次では専門科目基礎数物系の必須科目を履修するとともに，一般教育科目を多く履修すること

を勧めます。⚒・⚓年次では，専門教育科目や実験および実習の比重が高くなるため，多くの科目を履修する
ことは難しくなります。
電子情報工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置い

て履修計画を立ててください。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 15単位以上（英語⚒科目⚒単位を含む） 基礎数物系必修⚕科目10単位および基
礎数物系を除く選択⚗科目12単位以上 44単位以上

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 22単位以上（英語⚔科目⚔単位を含む） 60単位以上 82単位以上

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 22単位以上（英語⚔科目⚔単位を含む） 90単位以上 112単位以上
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履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，時間割が組まれています。毎週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑
時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で15回の授業があります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた
場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国
語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外国語科目については，さらに以下のことが定
められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間となり，
⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，すべ
て⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次で電子情報工学実験Ⅰ・Ⅱ，計算機実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，プロジェクト実習Ａ・Ｂが⚒時限連続して

行われます。この場合の授業時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となりますが，各⚑単位です。
また，卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
各科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜で確認してください。

⚒．授業科目について

各年次に開講されている科目は，原則としてその年次に履修してください。上級年次の者は，下級年次に開
講されている科目を履修できますが，下級年次の者は，上級年次に開講されている科目を履修することはでき
ません。

―147―



必修科目は必ず履修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再
び履修しなければなりません。選択必修科目は全科目を履修し卒業要件に定めた単位を修得する必要がありま
す。選択科目は，自由に選択し履修することができますが，各区分ごとに卒業に必要な単位数が定められてい
ますので注意してください。
各科目区分毎に，その概略と履修上の注意点を記すと以下のようになります。詳細は⽛授業科目と担当者一

覧⽜で確認してください。

一般教育科目 すべて選択科目（189科目，321単位）

⿟外国語科目を除き⚑年次にすべて豊平校舎で開講されます。これらの科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同
じ科目が開講され，どちらを履修しても良い場合があります。ただし，両方をともに履修することはできま
せん。

⿟⚒年次に進級後，これらの科目を履修することは校舎が離れていることや授業時間割及び試験時間割の制約
上から，原則としてできません（体育実技を除く）。ただし，主に再履修（新規履修も含む）者を対象として，
山鼻校舎でも限られた一部の科目を開講しています。

⿟英語科目については，⚑・⚒年次に開講されます。
⿟英語以外の外国語科目として，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語が開講されます。
⿟電子情報工学科では，⚑・⚒年次の各学期において⚑科目⚑単位以上の英語科目の履修が必要です。また，
卒業単位数（128単位以上）の中に英語⚔科目⚔単位以上を含んでいなければなりません。

⿟英語以外の外国語科目は，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次に開講されています。ただし，⚓・⚔年次に開
講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目（11科目，22単位），選択必修科目（17科目，34単位），選択科目（54科目，101単位）

⿟⚑～⚔年次に開講されます。
⿟専門教育科目は，⾉基礎数物系⾊，⾉応用数物系⾊，⾉電子系⾊，⾉情報系⾊，⾉応用系⾊，⾉実験実習等⾊の科目群か
らなっています。

⿟⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後，これらの科目を
履修することは，校舎が離れていること，および時間割の制約上から，できませんので注意してください。

⿟選択必修科目は，全科目を履修し卒業要件に定めた単位を修得する必要があります。
⿟卒業研究は，通年で⚖単位です。

⚓．その他の注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。これらの内容をよく読んで，
履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，実際の授業の進行状況によっては，
変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にしてください。なお，これらの授業科目のうち，一部の選択科
目ではその科目の内容によって，履修者を一定人数に制限している場合や，関連する科目を前もって履修して
おかなければ，その科目を履修できない場合があります。講義概要には，これらの点についても記載されてい
るので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，下級年次に開講される科目との関連に注意しなくてはいけない

科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度以降に履修予定の上級年次の科目の
講義概要についても，よく読んでおいてください。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初

の授業で履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合には，必ず出席して
ください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後に受講する場合の注意点や手続きの方法が記載されて

います。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
の単位を一般教育科目の単位に算入することができます。
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【電子情報工学科】
2012年度(平成24年度)～2017年度(平成29年度)入学者

⿠カリキュラム・マップ………p.133参照
⿠カリキュラム・ツリー………p.135参照





電子情報工学科の教育
教育理念

電子情報工学科は，電子工学と情報工学に関する基礎から応用に至る幅広い教育と研究を通して，自然環境
にも配慮した科学技術の発展に熱意を持って取り組む，高度な専門能力を備えた創造性豊かな人材の育成を目
指す。

教育目的

豊かな素養と基礎的な学力を身につけるための⽛基盤⽜，⽛教養⽜，⽛体験型⽜の科目群からなる一般教育科目，
ならびに基礎数物系，応用数物系，電子系，情報系，応用系の⚕系列の専門科目をバランスよく配置した教育
体系を展開し，ハードウェアとソフトウェアの両方に精通した技術者を育成する。講義，演習などに加えて，
実験，実習，卒業研究などの実践的な少人数教育を通して，基礎学力，基礎技術，専門技術，そして優れた問
題解決能力と高い倫理性を備えた自律的な技術者を育成する。

電子情報工学科 教育プログラム

電子情報工学科では，以下のＡ～Ｇの区分に対して学習・教育目標を設定し，⚔年間で修得する科目の位置
付けを明確にしています。
Ａ．地球的視点から多方面に物事を考える能力とその素養
Ｂ．技術の社会および自然に及ぼす影響・効果に関する理解力や責任など，技術者として社会に対する責任を

自覚する能力（技術者倫理）
Ｃ．数学，自然科学，情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
Ｄ．該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力

⑴ プログラムの目標実現に必要な基礎となる数理法則と物理原理に関する理論的知識（専門に関する基
礎学力）

⑵ プログラムの目標に適合する実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察し，かつ説
明する能力（実験の計画遂行能力）

⑶ プログラムの目標に適合する課題を専門知識，技術を駆使して探求し，組み立て，解決する能力（与
えられた専門課題を解決する能力）

⑷ プログラムの示す領域において，技術者が経験する実際上の問題点と課題を理解する能力（専門的課
題の設定能力）

Ｅ．種々の科学・技術・情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
Ｆ．日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議などのコミュニケーション能力および国際的に適用する

コミュニケーション基礎能力
Ｇ．変化に対応して自主的，継続的に学習できる能力

―151―



―152―

区分 学習・教育目標 関連する科目
Ａ 地球上で生活する人間の諸課題を，文化，歴史，言語，科学などの視点か

ら多面的に理解し，考える能力を養う。
〈一般教育科目〉
［基盤］科目群
［教養］科目群
［体験型］科目群

Ｂ ［教養]科目の中の環境に関す
る科目群を通して，電子情報
工学の社会および自然に及ぼ
す影響・効果に関する理解力
を深めるとともに，⽛工学倫
理⽜を通して技術者として社
会に対する責任を自覚する能
力を養う。（技術者倫理）

Ｂ－⚑ 人類が健全に生存するための地球
環境に関する基礎知識の習得と電子情報技
術者として環境を保全する責務を考える力
を養う。

〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛環境生物科学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛物質科学⽜，⽛物質
環境科学⽜，⽛地球科学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛宇宙科学
Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛地球環境セミナーⅠ・Ⅱ⽜，⽛宇
宙科学セミナーⅠ・Ⅱ⽜，⽛環境生物科学セ
ミナーⅠ・Ⅱ⽜，⽛化学セミナーⅠ・Ⅱ⽜

Ｂ－⚒ 電子情報技術者として，専門技術
の研究，開発，実施において，全人類社会
の幸福と福祉に貢献し，また，地球資源の
有効利用において技術者の責任を自覚し，
環境にも配慮する倫理観を身につけ，考え
る能力を養う。

〈専門科目〉
［応用系］科目
⽛工学倫理⽜
〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛倫理学Ⅰ・Ⅱ⽜

Ｃ 〈一般教育科目〉［教養］，［基
盤］科目の数学，物理，情報
に関する科目，および〈専門
科目〉［基礎数物系］，［応用数
物系］科目，ならびに⚑，⚒
年次の［電子系］，［情報系］
の科目などを通して，数学，
物理，電子工学，情報工学の
基礎知識を習得するとともに
⽛計算機実習⽜，⽛電子情報工
学実験⽜，⽛プロジェクト実習⽜
を通して基礎力を養う。

Ｃ－⚑ 線形代数学，微分積分学などを通
して数理法則の基礎概念と一般的法則を理
解するとともに，応用数学，数理工学など
において具体的な数学的課題を解決する能
力を身につける。

〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛数学概論Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛数学セミナーⅠ・Ⅱ⽜
〈専門科目〉
［基礎数物系］科目
⽛線形代数学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛微分積分学Ⅰ・Ⅱ⽜，
⽛幾何学序論⽜，⽛幾何学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛確率統計⽜，
⽛数理統計学⽜，⽛代数学序論⽜，⽛代数学Ⅰ・
Ⅱ⽜，⽛解析学序論⽜，⽛解析学Ⅰ・Ⅱ⽜
［応用数物系］科目
⽛応用数学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛数理工学⽜，⽛数値解析
Ⅰ・Ⅱ⽜

Ｃ－⚒ 自然科学に関する基礎的知識を身
につけ，自然界を支配する基本的法則や現
象を理解し，電子情報工学を広い視点で理
解する基礎的能力を養う。

〈一般教育科目〉
［教養］科目
⽛物理学概論Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛自然科学特別講義⽜
〈専門科目〉
［基礎数物系］科目
⽛物理学Ⅰ・Ⅱ⽜
［応用数物系］科目
⽛工業物理学⽜

Ｃ－⚓ 電気・電子に関する基礎理論を習
得するとともに，電子情報工学実験を通し
て電気・電子現象を具体的に理解するため
の基礎技能を身につけ，課題を解決する能
力を養う。

［電子系（⚑，⚒年次）］科目
⽛電子工学基礎Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛電気回路基礎⽜，
⽛電気回路Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛電気磁気学Ⅰ・Ⅱ⽜，
⽛電子回路Ⅰ⽜，⽛電子物性⽜，⽛固体電子工
学⽜，⽛電子情報工学実験Ⅰ⽜

Ｃ－⚔ 情報処理技術の基礎的な知識を習
得するとともに，計算機実習を通してコン
ピュータリテラシーを含む基本的な情報処
理能力を身につける。

〈一般教育科目〉
［基盤］科目
⽛コンピュータ科学⽜，⽛情報技術論⽜，⽛情報
と社会⽜
〈専門科目〉
［情報系（⚑，⚒年次）］科目
⽛情報工学基礎Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛情報リテラシー演
習⽜，⽛プログラミング序論⽜，⽛計算機アー
キテクチャⅠ・Ⅱ⽜，⽛オペレーティングシ
ステム⽜，⽛計算機言語学Ⅰ⽜，⽛計算機実習
Ⅰ・Ⅱ⽜

Ｄ ⚓年次以降の［電子系］，［情
報系］および［応用系］科目
を通して，電子情報技術者に
とって必要な専門的基礎知識
を習得する。さらに，⽛計算
機実習⽜，⽛電子情報工学実
験⽜，⽛プロジェクト実習⽜，⽛卒
業研究⽜を通して，応用能力
と問題解決能力を養う。

Ｄ－⚑ 電子系科目の基礎理論の知識に基
づき，エレクトロニクスに関する専門的な
知識を習得し，エレクトロニクスに関連し
た問題を解決するための応用能力を養う。

［電子系（⚓，⚔年次）］科目
⽛電子デバイス⽜，⽛論理回路⽜，⽛電子回路
Ⅱ⽜，⽛電気電子材料学⽜，⽛集積回路⽜，⽛光
エレクトロニクス⽜，⽛電子情報工学実験
Ⅱ⽜，⽛電波工学⽜，⽛プロジェクト実習⽜

Ｄ－⚒ 情報系科目の基礎知識に基づき，
情報処理技術に関する専門的な知識を習得
し，情報処理技術に関連した問題を解決す
るための応用能力を養う。

［情報系（⚓，⚔年次）］科目
⽛データ工学⽜，⽛情報理論⽜，⽛自然言語処
理⽜，⽛画像工学⽜，⽛計算機言語学Ⅱ⽜，⽛ア
ルゴリズム通論⽜，⽛知識情報工学⽜，⽛シス
テムとネットワーク⽜，⽛計算機実習Ⅲ⽜，⽛プ
ロジェクト実習⽜

Ｄ－⚓ 電子系および情報系科目の基礎理
論と知識に基づき，計測，制御，通信など
の分野における専門的な知識を習得し，そ
れらに関連した問題を解決するための応用
能力を養う。

［応用系］科目
⽛電子計測⽜，⽛光工学Ⅰ・Ⅱ⽜，⽛制御工学Ⅰ・
Ⅱ⽜，⽛通信工学通論⽜，⽛音響工学⽜，⽛電気
工学通論⽜，⽛情報通信システム⽜，⽛センサ
工学⽜，⽛システム工学⽜，⽛通信法規⽜，⽛卒
業研究⽜

Ｅ ⚓年次以降の⽛計算機実習⽜，⽛電子情報工学実験⽜，⽛プロジェクト実習⽜
および⽛卒業研究⽜などを通して，計算機プログラムの作成・実行や実験
の計画・遂行を自律しておこない，結果を工学的に考察し，まとめる能力
を養い，社会の要求を踏まえて課題を設定し解決できるデザイン能力を養
う。

〈専門科目〉
⽛計算機実習Ⅲ⽜，⽛電子情報工学実験Ⅱ⽜，⽛プ
ロジェクト実習⽜，⽛インターンシップ⽜，⽛卒
業研究⽜

Ｆ 一般教育科目の外国語，［人文科学］，［社会科学］，［北海道学］の科目群を
通して，多様な文化を学び，相手と正しく理解し合えるコミュニケーショ
ン能力を養う。国際的に交流するための基礎能力は複数の英語科目を通し
て学び，学術発表能力はプレゼンテーション技法とあわせて⽛卒業研究⽜
などで学ぶ。

〈一般教育科目〉
［基盤］科目
⽛外国語⽜科目群
［教養］科目
⽛人文科学⽜科目群，⽛社会科学⽜科目群，⽛北
海道学⽜科目群
〈専門科目〉
⽛基礎演習⽜，⽛卒業研究⽜，⽛プレゼンテーショ
ン⽜

Ｇ ⽛卒業研究⽜を通して，習得した専門知識と自らの判断能力を駆使して，直
面する研究テーマにねばり強く継続的に取り組む学習能力を養うととも
に，課題を解決し，それを説明するために自主的，継続的に学習する能力
を養う。

〈専門科目〉
⽛卒業研究⽜
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進級および卒業要件・目標修得単位
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

以下の要件を満たした⚑年次学生は，⚒年次に進級することができます。この要件を満たさない場合は，⚑
年次に留め置きとなります。

⎧
⎨
⎩
一般教育科目……………14単位以上修得
専門教育科目 選択……⚖単位以上修得（基礎数物系及び自由科目を除く）

この単位数は，⽛⚑年次に修得しておく必要のある最低限の単位数⽜を元に設定しており，進級や卒業に向け
て安心できる単位数ではありません。したがって，後述の目標修得単位を元に慎重に履修計画を立てる必要が
あります。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

以下の要件を満たした⚓年次学生は，⚔年次に進級することができます。この要件を満たさない場合は，⚓
年次に留め置きとなります。

総単位数……90単位以上修得

90単位には自由科目の単位は含まれません。この単位数は，過去の例から⽛卒業の可能性が最低限残されて
いる⽜との判断から設定されています。しかし，90単位程度で進級した場合には，下級年次の科目を多数履修
しながら卒業研究を行うことになるので卒業要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。卒業見
込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意してください。

総単位数……100単位以上修得

100単位には自由科目の単位は含まれません。この単位数は，過去の例から⽛卒業の見込みがかなりある⽜と
の判断から設定されていますが，卒業を保証するものではありません。卒業見込証明書が発行されても，卒業
要件を満足しないために卒業できない場合があります。⚔年次の開始時に100単位未満であっても，⚔年次⚑
学期終了時に100単位以上を修得した場合は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。

⚔．卒業要件

電子情報工学科では，学部長が教授会の議を経て以下の単位の修得を認定した者に，学長が卒業を許可しま
す。

一般教育科目…………………22単位以上
（英語⚔科目⚔単位以上を含む）

専門教育科目
⎧
⎨
⎩
必修………54単位

⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

総計128単位以上
選択………44単位以上（基礎数物系を除く）

ほか全体から…………………⚘単位以上

卒業に必要な単位数に自由科目の単位は含まれません。
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⚕．目標修得単位

卒業に必要な単位数は128単位以上なので，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると128/⚔＝32単位と
なります。しかし，⚔年次開講の専門教育科目は，20単位（⚑学期14単位，⚒学期は通年の卒業研究のみ）し
かありません。⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く必要があります。さら
に128単位は，あくまで最低限の総単位数ですので，総単位数のみを見て機械的に履修することなく，余裕を見
ながら卒業に必要な各要件を満たしていく必要があります。一方，あまりに多くの科目を履修した場合には，
予習，復習の時間が十分に取れず，結果として不合格になる科目が多くなることも考えられるので，無理の無
い履修を勧めます。
一般に，⚑年次では専門科目基礎数物系の必須科目を履修するとともに，一般教育科目を多く履修すること

を勧めます。⚒・⚓年次では，専門教育科目や実験および実習の比重が高くなるため，多くの科目を履修する
ことは難しくなります。
電子情報工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置い

て履修計画を立ててください。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 15単位以上（英語⚒科目⚒単位を含む） 必修⚕科目10単位および基礎数物系を
除く選択⚗科目12単位以上 44単位以上

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 22単位以上（英語⚔科目⚔単位を含む） 60単位以上 82単位以上

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 22単位以上（英語⚔科目⚔単位を含む） 90単位以上 112単位以上
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履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，時間割が組まれています。毎週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑
時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で15回の授業があります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた
場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国
語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外国語科目については，さらに以下のことが定
められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間となり，
⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，すべ
て⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次で電子情報工学実験Ⅰ・Ⅱ，計算機実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，プロジェクト実習が⚒時限連続して行われ

ます。この場合の授業時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となりますが，各⚑単位です。また，
卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
各科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜で確認してください。

⚒．授業科目について

各年次に開講されている科目は，原則としてその年次に履修してください。上級年次の者は，下級年次に開
講されている科目を履修できますが，下級年次の者は，上級年次に開講されている科目を履修することはでき
ません。
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必修科目は必ず履修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再
び履修しなければなりません。選択科目は，自由に選択し履修することができますが，各区分ごとに卒業に必
要な単位数が定められていますので注意してください。
各科目区分毎に，その概略と履修上の注意点を記すと以下のようになります。詳細は⽛授業科目と担当者一

覧⽜で確認してください。

一般教育科目 すべて選択科目（189科目，321単位）

⿟外国語科目を除き⚑年次にすべて豊平校舎で開講されます。これらの科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同
じ科目が開講され，どちらを履修しても良い場合があります。ただし，両方をともに履修することはできま
せん。

⿟⚒年次に進級後，これらの科目を履修することは校舎が離れていることや授業時間割及び試験時間割の制約
上から，原則としてできません（体育実技を除く）。ただし，主に再履修（新規履修も含む）者を対象として，
山鼻校舎でも限られた一部の科目を開講しています。

⿟英語科目については，⚑・⚒年次に開講されます。
⿟英語以外の外国語科目として，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語が開講されます。
⿟電子情報工学科では，⚑・⚒年次の各学期において⚑科目⚑単位以上の英語科目の履修が必要です。また，
卒業単位数（128単位以上）の中に英語⚔科目⚔単位以上を含んでいなければなりません。

⿟英語以外の外国語科目は，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次に開講されています。ただし，⚓・⚔年次に開
講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目（27科目，54単位），選択科目（54科目，102単位）

⿟⚑～⚔年次に開講されます。
⿟専門教育科目は，⾉基礎数物系⾊，⾉応用数物系⾊，⾉電子系⾊，⾉情報系⾊，⾉応用系⾊，⾉実験実習等⾊の科目群か
らなっています。

⿟⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後，これらの科目を
履修することは，校舎が離れていること，および時間割の制約上から，できませんので注意してください。

⿟卒業研究は，通年で⚖単位です。
⿟自由科目⚒科目⚒単位は，卒業単位数には含まれません。

⚓．その他の注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されています。これらの内容をよく読んで，
履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，実際の授業の進行状況によっては，
変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にしてください。なお，これらの授業科目のうち，一部の選択科
目ではその科目の内容によって，履修者を一定人数に制限している場合や，関連する科目を前もって履修して
おかなければ，その科目を履修できない場合があります。講義概要には，これらの点についても記載されてい
るので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，下級年次に開講される科目との関連に注意しなくてはいけない

科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度以降に履修予定の上級年次の科目の
講義概要についても，よく読んでおいてください。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初

の授業で履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合には，必ず出席して
ください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後に受講する場合の注意点や手続きの方法が記載されて

います。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
の単位を一般教育科目の単位に算入することができます。
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【生命工学科】
⿠カリキュラム・マップ
⿠カリキュラム・ツリー

教 育 課 程Ⅰ
Ⅰ
教
育
課
程





生命工学科カリキュラム・マップ
■生命工学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

学則に定める所定の修業年限及び修得単位を満たし，次の能力・資質を身に付けた学生に学士（工学）の学
位を授与します。

（1）学士としての基礎的な知識や一般的な教養を身につけている。
（2）生命科学と情報工学の両分野にまたがる高度な専門知識と工学基礎技術を習得している。
（3）生命と情報に対する幅広い洞察力と生命・環境への高い倫理観を併せ持っている。
（4）既成概念にとらわれずに新しい技術分野に積極的に挑戦することができる。
（5）他者との協働においてコミュニケーション能力，プレゼンテーション能力，自主性や協調性に基づいて適
切に行動することができる。

■生命工学科の教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

生命工学科は⽛人間⽜と⽛生命環境⽜にやさしい先端テクノロジーを中心に，環境調和型のコミュニケーショ
ン社会に必要とされる知識とスキルを幅広く学ぶことを目標とします。そのために本学科の専門科目は，理学
系科目を中心とした⽛生命科学系⽜と，工学系科目を中心とした⽛人間情報工学系⽜の⚒つの柱で構成されま
す。⽛生命科学系⽜では，分子生物学を中心に，ゲノムテクノロジーや分子医学，あるいは近年注目を集めてい
るグリーンテクノロジーなど，急速に発展を続ける⽛ライフサイエンス⽜に関する先端知識と基本スキルを習
得します。⽛人間情報工学系⽜では，人間工学や感性工学，応用情報学など，⽛人にやさしいテクノロジー⽜を
目指すために必要不可欠な⽛ヒューマンウェア⽜に関する先端知識と基本スキルを習得します。

【教育理念】
生命工学科では，生命科学と情報工学のそれぞれの分野で活躍する専門技術者の養成に加え，両分野の専門

知識とスキルを併せ持ち，生命と情報が融合した新分野の技術開発に積極的に資することのできる人材を社会
に輩出してゆくことを目指しています。そのため，両分野にまたがる高度な専門知識と工学基礎技術を習得し，
生命と情報に対する幅広い洞察力と生命・環境への高い倫理観を併せ持つ人材，既成概念にとらわれずに新し
い技術分野に積極的に挑戦する人材，そして，他者との協働の際に高いコミュニケーション能力に基づき適切
に行動に移せる人材を育成します。

Ⅰ 教育目標
⚑年次から⚒年次にかけ広く総合的な判断力や批判力を身につけるために学ぶ⽛一般教育科目⽜と，⚔年間

を通じ生命科学と人間情報工学分野を深く理解するために開講される⽛専門教育科目⽜の両者を，バランスよ
く習得することが重要であると考えています。
一般教育科目では，言語科目や人文科学・社会科学・自然科学分野の科目について，学生自身の知的好奇心

に即した多様な講義の選択ができるようにしています。専門教育は，生命科学系と人間情報工学系の講義なら
びに実験・実習科目で構成されており，両分野の専門家として欠くことのできない専門的基礎理論からより高
度な専門課程へと，知識とスキルの両面で無理なく着実に学習が展開できるよう配慮されています。
生命系では急速に発展する分子生物学を中心に学び，人間情報系ではこれからの情報コミュニケーション社

会に必要なヒューマンウェアに関する情報技術を学びます。また，生命科学と情報工学の両分野の実験・実習
科目を必修科目として課し，バイオ技術と情報処理という⚒つの先端テクノロジーの基本を具体的に体得させ，
人間と生命環境にやさしい次世代工学技術の創生に貢献できる意欲的な人材を養成するカリキュラムとなって
います。

Ⅱ 学習目標
⚑．様々な学修に通じる基礎的な知識やスキル，リテラシーを習得する。
⚒．一般的・普遍的な教養を身につける。
⚓．分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち，最新バイオテクノロジーの開発に資する能力を習得する。
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⚔．専門的情報技術に強い関心を持ち，高度な知識情報システムを設計・開発できる能力を習得する。
⚕．工学基礎理論に関する知識を身につけることで，目的に応じて基礎技術を活用する能力を習得する。
⚖．生命科学と情報工学に対する深い理解に基づき，未来世代に対する責任を意識した高い倫理観を醸成する。
⚗．生命科学と情報工学が切り拓く最先端テクノロジーの多様性と生命環境に及ぼす影響・効果を見通す能力
を習得する。

⚘．未知の分野を積極的に開拓するための課題発見力・洞察力を習得する。
⚙．グローバルな視点から広く総合的・論理的に物事を判断し，批判する能力を習得する。
10．他者との協働において自分の持つ情報や意見を他者にわかりやすく伝える能力を習得する。
11．他者との協働において他者の発信した情報や意見を理解し尊重する能力を習得する。
12．他者との協働において当事者意識を持って自主的・積極的に行動する。

〈到達目標〉 対応する学位授与方針
（左から主な順）

A さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリテラシーを習得してい
る。 （1）

B 一般的・普遍的な教養を身につけている。 （1）

C 分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち，最新バイオテクノロジーの開発
に資する能力を習得している。 （2）-（4）

D 専門的情報技術に強い関心を持ち，高度な知識情報システムを設計・開発で
きる能力を習得している。 （2）-（4）

E 工学基礎理論に関する知識を身につけることで，目的に応じて基礎技術を活
用する能力を習得している。 （2）-（4）

F 生命科学と情報工学に対する深い理解に基づき，未来世代に対する責任を意
識した高い倫理観を有している。 （3）-（5）

G 生命科学と情報工学が切り拓く最先端テクノロジーの多様性と生命環境に及
ぼす影響・効果を見通す能力を習得している。 （3）-（5）

H 未知の分野を積極的に開拓するための課題発見力・洞察力を習得している。 （4）

I グローバルな視点から広く総合的・論理的に物事を判断し，批判する能力を
習得している。 （4）

J 他者との協働において自分の持つ情報や意見を他者にわかりやすく伝える能
力を習得している。 （5）

K 他者との協働において他者の発信した情報や意見を理解し尊重する能力を習
得している。 （5）

L 他者との協働において当事者意識を持って自主的・積極的に行動できる。 （5）
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K L

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

英
語

英語リーディングⅠ 1 1 ○
英語リーディングⅡ 1 1 ○
英語リーディングⅢ 1 2 ○
英語リーディングⅣ 1 2 ○
英語コミュニケーションⅠ 1 1 ○
英語コミュニケーションⅡ 1 1 ○
英語コミュニケーションⅢ 1 2 ○
英語コミュニケーションⅣ 1 2 ○
英語特講Ⅰ 1 1 ○
英語特講Ⅱ 1 1 ○
英語ライティングⅠ 1 1 ○
英語ライティングⅡ 1 1 ○
英語文化演習Ⅰ 2 2 ○
英語文化演習Ⅱ 2 2 ○

共通 世界の言語と文化 2 1 ○

ド
イ
ツ
語

ドイツ語基礎Ⅰ 1 1 ○
ドイツ語基礎Ⅱ 1 1 ○
ドイツ語基礎Ⅲ 1 2 ○
ドイツ語基礎Ⅳ 1 2 ○
ドイツ語会話Ⅰ 1 1 ○
ドイツ語会話Ⅱ 1 1 ○
ドイツ語文化Ⅰ 2 1 ○
ドイツ語文化Ⅱ 2 2 ○
ドイツ語文化Ⅲ 2 2 ○
ドイツ語文化演習Ⅰ 2 3 ○
ドイツ語文化演習Ⅱ 2 3 ○
ドイツ語言語演習Ⅰ 2 3 ○
ドイツ語言語演習Ⅱ 2 3 ○
ドイツ語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語基礎Ⅰ 1 1 ○
フランス語基礎Ⅱ 1 1 ○
フランス語基礎Ⅲ 1 2 ○
フランス語基礎Ⅳ 1 2 ○
フランス語会話Ⅰ 1 1 ○
フランス語会話Ⅱ 1 1 ○
フランス語文化Ⅰ 2 1 ○
フランス語文化Ⅱ 2 2 ○
フランス語文化Ⅲ 2 2 ○
フランス語文化演習Ⅰ 2 3 ○
フランス語文化演習Ⅱ 2 3 ○
フランス語言語演習Ⅰ 2 3 ○
フランス語言語演習Ⅱ 2 3 ○
フランス語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
フランス語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

中
国
語

中国語基礎Ⅰ 1 1 ○
中国語基礎Ⅱ 1 1 ○
中国語基礎Ⅲ 1 2 ○
中国語基礎Ⅳ 1 2 ○
中国語会話Ⅰ 1 1 ○
中国語会話Ⅱ 1 1 ○
中国語文化Ⅰ 2 1 ○
中国語文化Ⅱ 2 2 ○
中国語文化Ⅲ 2 2 ○
中国語文化演習Ⅰ 2 3 ○
中国語文化演習Ⅱ 2 3 ○
中国語言語演習Ⅰ 2 3 ○
中国語言語演習Ⅱ 2 3 ○
中国語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
中国語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K L

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

ロ
シ
ア
語

ロシア語基礎Ⅰ 1 1 ○
ロシア語基礎Ⅱ 1 1 ○
ロシア語基礎Ⅲ 1 2 ○
ロシア語基礎Ⅳ 1 2 ○
ロシア語会話Ⅰ 1 1 ○
ロシア語会話Ⅱ 1 1 ○
ロシア語文化Ⅰ 2 1 ○
ロシア語文化Ⅱ 2 2 ○
ロシア語文化Ⅲ 2 2 ○
ロシア語文化演習Ⅰ 2 3 ○
ロシア語文化演習Ⅱ 2 3 ○
ロシア語言語演習Ⅰ 2 3 ○
ロシア語言語演習Ⅱ 2 3 ○
ロシア語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
ロシア語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

韓
国
・
朝
鮮
語

韓国・朝鮮語基礎Ⅰ 1 1 ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅱ 1 1 ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅲ 1 2 ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅳ 1 2 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅰ 1 1 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅱ 1 1 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅲ 1 2 ○
韓国・朝鮮語会話Ⅳ 1 2 ○
韓国・朝鮮語文化Ⅰ 2 1 ○
韓国・朝鮮語文化Ⅱ 2 2 ○
韓国・朝鮮語文化Ⅲ 2 2 ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ 2 3 ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ 2 3 ○
韓国・朝鮮語言語演習Ⅰ 2 3 ○
韓国・朝鮮語言語演習Ⅱ 2 3 ○
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅰ 2 4 ○
韓国・朝鮮語言語文化演習Ⅱ 2 4 ○

身
体 －

健康とスポーツの科学Ⅰ 2 1 ○
健康とスポーツの科学Ⅱ 2 1 ○
体育実技ⅠA 1 1 ○
体育実技ⅠB 1 1 ○
体育実技ⅡA 1 1 ○
体育実技ⅡB 1 1 ○
体育実技ⅢA 1 1 ○
体育実技ⅢB 1 1 ○
体育実技ⅣA 1 1 ○
体育実技ⅣB 1 1 ○

情
報 －

コンピュータ科学 2 1 ○
情報技術論 2 1 ○
情報と社会 2 1 ○

教
養
科
目

人
文
科
学

自
己

哲学 2 1 ○
倫理学Ⅰ 2 1 ○
倫理学Ⅱ 2 1 ○
論理学Ⅰ 2 1 ○
論理学Ⅱ 2 1 ○
社会思想史 2 1 ○
行動科学 2 1 ○
基礎心理学 2 1 ○
人間関係論 2 1 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K L

一
般
教
育
科
目

教
養
科
目

人
文
科
学

文
化

日本文学 2 1 ○
外国文学Ⅰ 2 1 ○
外国文学Ⅱ 2 1 ○
言語学Ⅰ 2 1 ○
言語学Ⅱ 2 1 ○
芸術論Ⅰ 2 1 ○
芸術論Ⅱ 2 1 ○
異文化コミュニケーション 2 1 ○
現代文化論 2 1 ○
音声学セミナー 2 1 ○
一般言語学セミナー 2 1 ○
デザインセミナーⅠ 2 1 ○
デザインセミナーⅡ 2 1 ○

歴
史

歴史学Ⅰ 2 1 ○
歴史学Ⅱ 2 1 ○
歴史学Ⅲ 2 1 ○
歴史学Ⅳ 2 1 ○
考古学 2 1 ○
人文科学特別講義 2 1 ○

社
会
科
学

社
会
構
造

法学 2 1 ○
日本国憲法 2 1 ○
経済学 2 1 ○
政治学 2 1 ○
社会学 2 1 ○
マスコミ論 2 1 ○
生涯学習論 2 1 ○

地
域

地理学 2 1 ○
人類学 2 1 ○
地誌学 2 1 ○
国際事情 2 1 ○
カナダの自然と社会Ⅰ 2 1 ○
カナダの自然と社会Ⅱ 2 1 ○
社会科学特別講義 2 1 ○

自
然
科
学

環
境

地球科学Ⅰ 2 1 ○
地球科学Ⅱ 2 1 ○
環境生物科学Ⅰ 2 1 ○
環境生物科学Ⅱ 2 1 ○
物質科学 2 1 ○
物質環境科学 2 1 ○
宇宙科学Ⅰ 2 1 ○
宇宙科学Ⅱ 2 1 ○
地球環境セミナーⅠ 2 1 ○
地球環境セミナーⅡ 2 1 ○
環境生物科学セミナーⅠ 2 1 ○
環境生物科学セミナーⅡ 2 1 ○
化学セミナーⅠ 2 1 ○
化学セミナーⅡ 2 1 ○
宇宙科学セミナーⅠ 2 1 ○
宇宙科学セミナーⅡ 2 1 ○

普
遍
性

数学概論Ⅰ 2 1 ○
数学概論Ⅱ 2 1 ○
物理学概論Ⅰ 2 1 ○
物理学概論Ⅱ 2 1 ○
数学セミナーⅠ 2 1 ○
数学セミナーⅡ 2 1 ○
自然科学特別講義 2 1 ○

北
海
道
学

北海道史 2 1 ○
北方圏文化論 2 1 ○
北海道文学 2 1 ○
アイヌの言語と文化 2 1 ○
大学史 2 1 ○
開発研究所特別講義 2 1 ○
北海道学特別講義 2 1 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K L
一
般
教
育
科
目

キャリア形成科目 キャリア・ガイダンス 1 1 ○

体験型科目

海外文化Ⅰ 1 1 ○
海外文化Ⅱ 1 1 ○
海外文化Ⅲ 1 1 ○
海外文化Ⅳ 1 1 ○

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎

線形代数学Ⅰ 2 1 ○
線形代数学Ⅱ 2 1 ○
微分積分学Ⅰ 2 1 ○
微分積分学Ⅱ 2 2 ○
確率統計 2 1 ○
現代物理学入門 2 1 ○
物理学Ⅰ 2 1 ○
物理学Ⅱ 2 2 ○
物理化学 2 2 ○
Academic English 2 2 ○ ○ ○
シュミレーション科学 2 3 ○ ○
WEBビジネス論 2 3 ○ ○ ○ ○
科学技術英語 2 3 ○ ○ ○ ○
バイオビジネス論 2 3 ○ ○ ○ ○
プレゼンテーション 2 3 ○ ○ ○
生命工学総論 2 1 ○ ○ ○

生
命
科
学
系

生命工学倫理 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
化学概論 2 1 ○
生物学基礎 2 1 ○
環境工学序論 2 1 ○
生物学概論 2 1 ○
有機化学 2 1 ○
微生物学 2 1 ○
先端生命科学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環境・エネルギーシステム論 2 2 ○
生物多様性論 2 1 ○
地球環境論 2 2 ○
生化学Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ ○ ○
生化学Ⅱ 2 2 ○
分子生物学Ⅰ 2 2 ○
分子生物学Ⅱ 2 2 ○
バイオテクノロジーセミナー 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
細胞生物学Ⅰ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
細胞生物学Ⅱ 2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
遺伝子工学Ⅰ 2 3 ○
遺伝子工学Ⅱ 2 3 ○
バイオインフォマティクス 2 3 ○
生命科学の未来 2 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
間
情
報
工
学
系

情報処理論 2 1 ○
アルゴリズム概論 2 2 ○ ○ ○
コンピュータアーキテクチャ 2 2 ○
データベースとネットワーク 2 2 ○ ○
システム概論 2 2 ○ ○ ○
言語処理概論 2 2 ○ ○ ○
ソフトウェア通論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報セキュリティ 2 3 ○ ○
情報マネジメント 2 3 ○
人間工学概論 2 2 ○ ○
計測工学 2 2 ○
社会心理学 2 2 ○
感覚情報処理 2 3 ○ ○
情報数理学Ⅰ 2 3 ○
情報数理学Ⅱ 2 3 ○
情報理論 2 3 ○
音声工学概論 2 3 ○
生活支援工学 2 3 ○
運動機能計測 2 4 ○
ユニバーサルデザイン論 2 4 ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B C D E F G H I J K L

専
門
教
育
科
目

実
験
・
実
習
・
演
習

地学実験 1 1 ○ ○ ○ ○ ○
生物学実験 1 2 ○ ○ ○ ○ ○
物理学実験 1 3 ○ ○ ○ ○ ○
化学実験 1 2 ○ ○ ○ ○ ○
バイオテクノロジー実習Ⅰ 1 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
バイオテクノロジー実習Ⅱ 1 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報リテラシー演習 1 1 ○ ○
データ解析演習 1 2 ○ ○ ○ ○
プログラミング実習Ⅰ 1 2 ○ ○ ○
プログラミング実習Ⅱ 1 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報数理学演習 1 3 ○ ○ ○ ○
WEBデザイン演習 1 3 ○ ○ ○ ○ ○
人間計測工学実験 1 4 ○ ○ ○
インターシップA 1 3 ○ ○ ○ ○ ○
インターシップB 2 3 ○ ○ ○ ○ ○
卒業研究 6 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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生命工学科 カリキュラム・ツリー

情報リテラシー演習

プログラミング実習Ⅰ
化学実験

インターシップB
WEBデザイン演習
バイオテクノロジー実習Ⅱ
プログラミング実習Ⅱ

卒業研究

地学実験

データ解析演習
生物学実験

インターシップA
情報数理学演習

バイオテクノロジー実習Ⅰ
物理学実験

人間計測工学実験

実験・実習・演習

生活支援工学
情報マネジメント
情報数理学Ⅱ
情報理論

ユニバーサルデザイン論

データベースとネットワーク
コンピュータアーキテクチャ

ソフトウェア通論
システム概論

言語処理概論
アルゴリズム概論

計測工学
社会心理学

情報処理論

人間工学概論

生物学概論

環境工学序論
化学概論

生物学基礎
生命工学倫理

生物多様性論
微生物学

先端生命科学
有機化学

音声工学概論
情報セキュリティ
情報数理学Ⅰ
感覚情報処理

運動機能計測

人間情報工学系

専門科目

確率統計
現代物理学入門
線形代数学Ⅱ

バイオビジネス論
WEBビジネス論

生命工学総論
物理学Ⅰ

微分積分学Ⅰ
線形代数学Ⅰ

物理学Ⅱ
Academic English物理化学

微分積分学Ⅱ

プレゼンテーション
科学技術英語

シュミレーション科学

専門基礎科目

一
般
教
育
科
目
（
基
盤
科
目
）

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

DP1

【DP1】
学士としての基礎的な知識や一般
的な教養を身につけている。

【到達目標】（A）
さまざまな学修に
通じる基礎的な知
識やスキル及びリ
テラシーを習得し
ている。

DP5

【到達目標】（L）
他者との協働にお
いて当事者意識を
持って自主的・積
極的に行動するこ
とができる。

DP5

【到達目標】（K）
他者との協働にお
いて他者の発信し
た情報や意見を理
解し尊重する能力
を習得している。

DP5

【到達目標】（J）
他者との協働にお
いて自分の持つ情
報や意見を他者に
わかりやすく伝え
る能力を習得して
いる。

DP4

【到達目標】（I）
グローバルな視点
から広く総合的・
論理的に物事を判
断し，批判する能
力を習得してい
る。

【到達目標】（H）
未知の分野を積極
的に開拓するため
の課題発見力・洞
察力を習得してい
る。

DP3 DP4

【到達目標】（G）
生命科学と情報工
学が切り拓く最先
端テクノロジーの
多様性と生命環境
に及ぼす影響・効
果を見通す能力を
習得している。

DP3

【到達目標】（F）
生命科学と情報工
学に対する深い理
解に基づき，未来
世代に対する責任
を意識した高い倫
理観を有してい
る。

DP2

【到達目標】（D）
専門的情報技術に
強い関心を持ち，
高度な知識情報シ
ステムを設計・開
発できる能力を習
得している。

DP2 DP4 DP4 DP2

【到達目標】（E）
工学基礎理論に関
する知識を身につ
けることで，目的
に応じて基礎技術
を活用する能力を
習得している。

DP4 DP5 DP5

【到達目標】（C）2
分子生物学や細胞
生物学に強い関心
を持ち，最新バイ
オテクノロジーの
開発に資する能力
を習得している。

DP1

【到達目標】（B）
一般的・普遍的な
教養を身につけて
いる。

【DP2】
生命科学と情報工学の両分野にまたがる高度な
専門知識と工学基礎技術を習得している。

【DP3】
生命と情報に対する幅広い洞察力と生命・
環境への高い倫理観を併せ持っている。

【DP4】
既成概念にとらわれずに新しい技術分野に
積極的に挑戦することができる。

【DP5】
他者との協働においてコミュニケーション能力，プレゼンテーション
能力，自主性や協調性に基づいて適切に行動することができる。

遺伝子工学Ⅱ
細胞生物学Ⅱ

バイオインフォマティクス

遺伝子工学Ⅰ
細胞生物学Ⅰ

バイオテクノロジーセミナー

分子生物学Ⅱ
生化学Ⅱ
地球環境論

分子生物学Ⅰ
生化学Ⅰ

環境・エネルギーシステム論

生命科学の未来

生命科学系

一
般
教
育
科
目
（
教
養
科
目
）





【生命工学科】
2017年度(平成29年度)以降入学者

教 育 課 程Ⅰ
Ⅰ
教
育
課
程

(⚒
⚐
⚑
⚗
～
生
命
)





区分 学習・教育到達目標 関連する科目

A さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリテラ
シーを習得する。

⽛一般教育科目，基盤科目⽜全体

B 一般的・普遍的な教養を身につける。 ⽛一般教育科目，教養科目⽜

C 分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち，最新バイオテク
ノロジーの開発に資する能力を習得する。

⽛専門教育科目，B群：生命科学系⽜全
体

D 専門的情報技術に強い関心を持ち，高度な知識情報システム
を設計・開発できる能力を習得する。

⽛専門教育科目，C群：人間情報工学系⽜
全体

E 工学基礎理論に関する知識を身につけることで，目的に応じ
て基礎技術を活用する能力を習得する。

⽛専門教育科目，A群：専門基礎⽜全体，
情報処理論

F 生命科学と情報工学に対する深い理解に基づき，未来世代に
対する責任を意識した高い倫理観を有する。

生命工学倫理，情報セキュリティ

G 生命科学と情報工学が切り拓く最先端テクノロジーの多様性
と生命環境に及ぼす影響・効果を見通す能力を習得する。

先端生命科学，ソフトウェア通論

H 未知の分野を積極的に開拓するための課題発見力・洞察力を
習得する。

⽛専門教育科目，D群：実験・実習・演
習⽜全体，生化学Ⅰ，言語処理概論

I グローバルな視点から広く総合的・論理的に物事を判断し，
批判する能力を習得する。

⽛専門教育科目，D群：実験・実習・演
習⽜全体，バイオテクノロジーセミナー

J 他者との協働において自分の持つ情報や意見を他者にわかり
やすく伝える能力を習得する。

⽛専門教育科目，D群：実験・実習・演
習⽜全体

K 他者との協働において他者の発信した情報や意見を理解し尊
重する能力を習得する。

⽛専門教育科目，D群：実験・実習・演
習⽜全体，細胞生物学Ⅰ

L 他者との協働において当事者意識を持って自主的・積極的に
行動する。

⽛専門教育科目，D群：実験・実習・演
習⽜全体，生命科学の未来
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生
命

工
学

科
開

講
科

目
系

統
図

区
分

�
年

�
年

�
年

�
年

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

�
学
期

一 般 教 育 科 目

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

身
体

情
報

教
養
科
目

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

北
海
道
学

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

体
験
型
科
目

留
学
生
科
目

基
盤
科
目

言
語
（
英
語
，
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ

シ
ア
語
，
中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

基
盤
科
目

言
語
（
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ
シ
ア
語
，

中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

基
盤
科
目

言
語
（
ド
イ
ツ
語
，
フ
ラ
ン
ス
語
，
ロ
シ
ア
語
，

中
国
語
，
韓
国
・
朝
鮮
語
）

専 門 教 育 科 目

専 門 基 礎

Ａ 群

［
生
命
工
学
総
論
］

線
形
代
数
学
Ⅰ

確
率
統
計

現
代
物
理
学
入
門

線
形
代
数
学
Ⅱ

微
分
積
分
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅱ

微
分
積
分
学
Ⅱ

物
理
化
学

A
ca
d
em
ic
E
n
g
lis
h

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
学

W
E
B
ビ
ジ
ネ
ス
論

科
学
技
術
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
論

生 命 科 学 系

Ｂ 群

［
生
命
工
学
倫
理
］

生
物
学
基
礎

化
学
概
論

環
境
工
学
序
論

生
物
学
概
論

有
機
化
学

微
生
物
学

先
端
生
命
科
学

生
物
多
様
性
論

［
生
化
学
Ⅰ
］

［
分
子
生
物
学
Ⅰ
］

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
論

［
生
化
学
Ⅱ
］

［
分
子
生
物
学
Ⅱ
］

地
球
環
境
論

［
細
胞
生
物
学
Ⅰ
］

［
遺
伝
子
工
学
Ⅰ
］

［
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ミ
ナ
ー
］

［
細
胞
生
物
学
Ⅱ
］

［
遺
伝
子
工
学
Ⅱ
］

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

生
命
科
学
の
未
来

人 間 情 報 工 学 系

Ｃ 群

［
情
報
処
理
論
］

［
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
概
論
］

［
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
通
論
］

人
間
工
学
概
論

［
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
］

［
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
］

［
シ
ス
テ
ム
概
論
］

［
言
語
処
理
概
論
］

社
会
心
理
学

計
測
工
学

［
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
］

［
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
］

情
報
数
理
学
Ⅰ

感
覚
情
報
処
理

情
報
理
論

情
報
数
理
学
Ⅱ

音
声
工
学
概
論

生
活
支
援
工
学

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
論

運
動
機
能
計
測

実 験 ・ 実 習 ・ 演 習

Ｄ 群

［
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習
］

地
学
実
験

デ
ー
タ
解
析
演
習

生
物
学
実
験

化
学
実
験

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習
Ⅰ

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
実
習
Ⅰ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習
Ⅱ

情
報
数
理
学
演
習

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ａ
・
Ｂ

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
実
習
Ⅱ

物
理
学
実
験

W
E
B
デ
ザ
イ
ン
演
習

人
間
計
測
工
学
実
験

卒
業

研
究

太
字
：
必
修
科
目

［
太
字
］
：
選
択
必
修
科
目



生命工学科の進級・卒業要件と目標修得単位数
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

⚑年次に配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚑年次学生は⚒年次に進級することができます。こ
の条件を満たさない場合は⚑年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……28単位以上

［注］この単位数は，⽛⚑年次に豊平キャンパスで修得しておく必要のある最低限の単位数⽜です。余裕を持っ
て⚔年次への進級や卒業ができるように，後述の目標修得単位数を目指して履修計画を立てて下さい。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

⚓年次までに配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚓年次学生は⚔年次に進級することができま
す。この条件を満たさない場合は⚓年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……90単位以上

［注］この単位数の下限は，⽛卒業の可能性がぎりぎり残されている⽜と判断される単位数です。しかしながら，
90単位程度で進級した場合には，下級年次の授業科目を多数履修しながら卒業研究に取り組むことにな
りますので，卒業要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。

合計修得単位数……100単位以上

⚔年次開始時にこの条件を満たさずに卒業見込証明書の発行が受けられなかった場合でも，⚔年次⚑学期終
了時にこの条件を満たした場合には，その時点で卒業見込証明書の発行を受けることができます。

［注］卒業見込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意して下さい。その発行条件は，過
去の事例に基づき⽛卒業の見込みがかなりある単位数⽜として設定されています。当然のことながら，卒
業見込証明書は卒業を保証するものではありません。証明書が発行されても，最終的に卒業要件を満足
しないと卒業できません。

⚔．卒業要件

生命工学科の卒業要件は以下の通りです。この要件を満たした学生について，工学部長が工学部教授会の議
を経て単位の修得を認定し，学長が卒業を許可します。

修得単位数
⑴ 一般教育科目の言語⚒科目⚒単位以上
⑵ 専門教育科目80単位以上（必修12単位と選択必修29単位以上を含む）
⑶ 一般教育科目および専門教育科目の合計が124単位以上
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⚕．目標修得単位数

卒業に必要な単位数は124単位であり，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると124/4＝31単位となりま
す。しかしながら，⚔年次開講で修得可能な専門教育科目は13単位（⚑学期開講の⚗単位と通年開講の卒業研
究⚖単位）しかありません。しかも，⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く
必要があります。さらに，124単位はあくまで卒業に必要な最低限の単位数であるため，総単位数のみを見て機
械的に履修することなく，余裕を持って卒業に必要な各要件を満たしていきましょう。一方，⚑年間に履修で
きる単位数の上限は60単位ですが，あまりに多くの科目を履修した場合には，予習，復習の時間が十分に取れ
ず，結果として不合格になることも考えられるため，無理の無い履修を薦めます。
工学部では，⚑年次の教育は豊平キャンパスで，⚒年次以降の教育は山鼻キャンパスで行われます。そのた

め，⚑年次でしか履修できない科目があることに注意して下さい。例えば，専門教育科目では，⚑年次に選択
必修科目として生命工学総論，生命工学倫理，情報処理論，情報リテラシー演習の計⚗単位が開講されていま
す。これらは⚒年次以降には履修することができませんので，⚑年次のうちにすべて修得することを薦めます。
また，⚑年次では一般教育科目の選択肢が⚒年次以降に比べて格段に豊富です。その環境を活かして，人文科
学，社会科学，自然科学等の一般教育科目をバランス良く履修することを心がけてみて下さい。
生命工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置いて履

修計画をたてて下さい。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 24単位以上（言語⚒科目⚒単位を含む） 選択必修⚔科目⚗単位と選択⚙科目18
単位 50単位

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（言語⚒科目⚒単位を含む） 50単位 82単位

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（言語⚒科目⚒単位を含む） 84単位 116単位

⚔年次終了時
卒業要件に同じ
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授業科目履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，原則として各曜日とも⚕時限で授業時間割が組まれています。毎
週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で原則として15回の授業があ
ります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。
その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外
国語科目については，さらに以下のことが定められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの授業科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間とな
り，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，
すべて⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次でバイオテクノロジー実習とプログラミング実習が⚒時限連続して行われます。この場合の授業

時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となります。⽛実験⽜と⽛実習⽜については，45時間の授業
で⚑単位となりますから，これらの実験と実習の単位は小数点以下が切り捨てられて各⚑単位となります。ま
た，卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
詳細な科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜を参照して下さい。
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⚒．授業科目について

授業科目には，一般教育科目と専門教育科目という分類とは別に，重要度に応じて必修科目，選択必修科目，
選択科目の区別があります。詳しくは⽛生命工学科開講科目系統図⽜（p.174）をご覧下さい。必修科目は必ず履
修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再び履修しなければな
りません。選択必修科目は必修科目と同様に重要な科目です。卒業要件にある単位数（29単位以上）を履修し
修得しなければなりません。選択科目は自由に選択し履修することができる科目です。卒業に必要な単位数
（一般教育科目の言語⚒科目⚒単位以上，専門科目80単位以上，総修得単位数124単位以上）を満たすように履
修してください。
それぞれの授業科目には開講年次が設定されています。各年次に開講されている授業科目は，原則としてそ

の年次において履修することが推奨されます。上級年次生が，下級年次に開講されている授業科目を履修する
ことは時間割上問題が無ければ可能ですが，下級年次生は，上級年次に開講されている授業科目を履修するこ
とはできません。履修計画を立てる際には必要な科目・単位数だけでなく開講年次にも注意してください。
以下に一般教育科目と専門教育科目の概略と履修上の注意点を記します。詳細は⽛授業科目と担当者一覧⽜

で確認して下さい。

一般教育科目 すべて選択科目

⿟豊平校舎で開講される一般教育科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同じ科目が開講され，どちらを履修して
も良い場合があります。ただし，両方をともに履修することはできません。

⿟⚑年次に開講されている一部の授業科目については，山鼻校舎でも開講しています。
⿟⚒年次に進級後に，豊平校舎で開校されている授業科目を履修することはキャンパスが離れていることや授
業時間割及び試験時間割の制約上から，原則としてできません（体育実技を除く）。

⿟英語科目と英語以外の外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）科目は⚑・⚒年
次に開講されています。

⿟生命工学科では，⚒科目⚒単位以上の英語または英語以外の外国語科目の履修が必要となります。
⿟英語以外の外国語科目については，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されています。
ただし，⚓・⚔年次に開講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目および選択必修科目（28科目，53単位），選択科目（46科目，82単位）

⿟⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されます。
⿟⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後に，これらの授業
科目を履修することは，キャンパスが離れていること，および時間割の制約上から，できませんので注意し
てください。

⿟卒業研究は，通年で⚖単位として実施されます。

⚓．履修の手引の各授業科目と講義概要の記載事項に関する注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛事後指導・フィードバック⽜，⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されていま
す。これらの内容をよく読んで，履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，
実際の授業の進行状況によっては，変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にして下さい。なお，これら
の授業科目のうち，一部の選択科目ではその科目の内容によって，授業を行う教室等の施設，設備等の制約か
ら履修者を一定人数に制限している場合や，ある特定の別の関連する授業科目を前もって履修しておかなけれ
ば，その授業科目を履修できない場合があります。講義概要には，これらの点についても記載されている場合
があるので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，分野毎に上級年次に開講される授業科目との関連に注意しなく

てはいけない授業科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度に履修することに
なる上級年次の授業科目の講義概要についても，よく読んでおくことを薦めます。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初
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の授業の時に担当者による履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合に
は，必ず出席してください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後にセミナーを受講する場合の注意点や手続きの方法が

記載されています。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
を履修し，修得した単位を一般教育科目に算入することができます。
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【生命工学科】
2012年度(平成24年度)～2016年度(平成28年度)入学者

教 育 課 程Ⅰ
Ⅰ
教
育
課
程

(⚒
⚐
⚑
⚒
～
⚒
⚐
⚑
⚖
生
命
)





区分 学習・教育到達目標 関連する科目

A さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリテラ
シーを習得する。

⽛一般教育科目，基盤科目⽜全体

B 一般的・普遍的な教養を身につける。 ⽛一般教育科目，教養科目⽜全体

C 分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち，最新バイオテク
ノロジーの開発に資する能力を習得する。

⽛専門教育科目，B群：生命科学系⽜全
体

D 専門的情報技術に強い関心を持ち，高度な知識情報システム
を設計・開発できる能力を習得する。

⽛専門教育科目，C群：人間情報工学系⽜
全体

E 工学基礎理論に関する知識を身につけることで，目的に応じ
て基礎技術を活用する能力を習得する。

⽛専門教育科目，A群：生命科学系⽜全
体，情報処理技術

F 生命科学と情報工学に対する深い理解に基づき，未来世代に
対する責任を意識した高い倫理観を有する。

生命工学倫理，セキュリティ倫理

G 生命科学と情報工学が切り拓く最先端テクノロジーの多様性
と生命環境に及ぼす影響・効果を見通す能力を習得する。

ソフトウェア工学

H 未知の分野を積極的に開拓するための課題発見力・洞察力を
習得する。

⽛専門教育科目，F群：実験・実習等⽜
全体，生化学Ⅰ

I グローバルな視点から広く総合的・論理的に物事を判断し，
批判する能力を習得する。

⽛専門教育科目，F群：実験・実習等⽜
全体

J 他者との協働において自分の持つ情報や意見を他者にわかり
やすく伝える能力を習得する。

⽛専門教育科目，F群：実験・実習等⽜
全体

K 他者との協働において他者の発信した情報や意見を理解し尊
重する能力を習得する。

⽛専門教育科目，F群：実験・実習等⽜
全体，細胞生物学Ⅰ

L 他者との協働において当事者意識を持って自主的・積極的に
行動する。

⽛専門教育科目，F群：実験・実習等⽜
全体，生命科学の未来
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生命工学科の進級・卒業要件と目標修得単位数
⚑．進級要件（⚑年次から⚒年次へ）

⚑年次に配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚑年次学生は⚒年次に進級することができます。こ
の条件を満たさない場合は⚑年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……23単位以上（一般教育科目14単位以上と専門教育科目⚙単位以上を含む）

［注］この単位数は，⽛⚑年次に豊平キャンパスで修得しておく必要のある最低限の単位数⽜です。余裕を持っ
て⚔年次への進級や卒業ができるように，後述の目標修得単位数を目指して履修計画を立てて下さい。

⚒．進級要件（⚓年次から⚔年次へ）

⚓年次までに配当された科目を履修し以下の要件を満たした⚓年次学生は⚔年次に進級することができま
す。この条件を満たさない場合は⚓年次に留め置きとなります。

合計修得単位数……90単位以上（一般教育科目のうち英語科目⚒科目⚒単位以上を含む16単位以上と専門
教育科目60単位以上を含む）

［注］この単位数の下限は，⽛卒業の可能性がぎりぎり残されている⽜と判断される単位数です。しかしながら，
90単位程度で進級した場合には，下級年次の授業科目を多数履修しながら卒業研究に取り組むことにな
りますので，卒業要件を満たすことは容易ではありません。

⚓．卒業見込証明書の発行条件

⚓年次終了時に以下の条件を満たしている学生は，卒業見込証明書の発行を受けることができます。

合計修得単位数……100単位以上

⚔年次開始時にこの条件を満たさずに卒業見込証明書の発行が受けられなかった場合でも，⚔年次⚑学期終
了時にこの条件を満たした場合には，その時点で卒業見込証明書の発行を受けることができます。

［注］卒業見込証明書がない場合には，就職活動に大きな支障となるので注意して下さい。その発行条件は，過
去の事例に基づき⽛卒業の見込みがかなりある単位数⽜として設定されています。当然のことながら，卒
業見込証明書は卒業を保証するものではありません。証明書が発行されても，最終的に卒業要件を満足
しないと卒業できません。

⚔．卒業要件

生命工学科の卒業要件は以下の通りです。この要件を満たした学生について，工学部長が工学部教授会の議
を経て単位の修得を認定し，学長が卒業を許可します。

修得単位数について，
⑴ 一般教育科目22単位以上 （英語⚒科目⚒単位以上を含む）
⑵ 専門教育科目70単位以上 （必修16単位と選択必修24単位以上を含む）
⑶ 一般教育科目および専門教育科目の合計が124単位以上

―185―



⚕．目標修得単位

卒業に必要な単位数は124単位であり，単純に⚑年間の平均修得単位数を計算すると124/4＝31単位となりま
す。しかしながら，⚔年次開講で修得可能な専門教育科目は13単位（⚑学期開講の⚗単位と通年開講の卒業研
究⚖単位）しかありません。しかも，⚔年次では，卒業研究や就職活動，大学院受験などに多くの時間を割く
必要があります。さらに，124単位はあくまで卒業に必要な最低限の単位数であるため，総単位数のみを見て機
械的に履修することなく，余裕を持って卒業に必要な各要件を満たしていきましょう。一方，⚑年間に履修で
きる単位数の上限は60単位ですが，あまりに多くの科目を履修した場合には，予習，復習の時間が十分に取れ
ず，結果として不合格になることも考えられるため，無理の無い履修を薦めます。
工学部では，⚑年次の教育は豊平キャンパスで，⚒年次以降の教育は山鼻キャンパスで行われます。そのた

め，⚑年次でしか履修できない科目があることに注意して下さい。⚑年次では専門科目の生命工学総論と情報
リテラシー演習Ⅰを必須に修得する必要がありますが，卒業に必要な数の一般教育科目を履修してしまうこと
も薦めます。⚒年・⚓年次では，専門教育科目や実験及び実習の比重が高くなるため，多くの一般教育科目を
履修することは難しくなります。
生命工学科では，各学年での目標修得単位数を以下のように設定しています。この単位数を念頭に置いて学

習計画をたてて下さい。

⚑年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 26単位以上（英語⚒科目⚒単位を含む） 必修⚒科目⚓単位および選択必修⚑科
目と選択⚙科目20単位 50単位

⚒年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（英語⚒科目⚒単位を含む） 50単位 82単位

⚓年次終了時

分野 一般教育科目 専門教育科目 総修得単位数

単位数 32単位（英語⚒科目⚒単位を含む） 84単位 116単位

⚔年卒業時
卒業要件に同じ
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授業科目履修上の注意
⚑．授業時間と単位数について

授業時間と単位数は以下のようになっています（学則第20条）。

各授業科目の単位数の計算は，次の各号に掲げる基準による。
⑴ 講義については，15時間の授業をもって⚑単位とする。
⑵ 外国語については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑶ 演習については，30時間の授業をもって⚑単位とする。
ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，15時間の授業をもって⚑単位とする

ことができる。
⑷ 実験及び実習については，45時間の授業をもって⚑単位とする。

ただし，教育効果及び授業時間外に必要な学修等を考慮して，30時間の授業をもって⚑単位とする
ことができる。

⑸ 体育実技については，30時間の授業をもって⚑単位とする。

授業時間は90分を単位（⚑時限）として，原則として各曜日とも⚕時限で授業時間割が組まれています。毎
週⚑回（⚑時限）の授業（45分を⚑時間として計算）を⚒時間とし，一つの学期で原則として15回の授業があ
ります。毎週⚑回の授業を一つの学期に受けた場合には，通算の授業時間は⚒時間×15週＝30時間となります。
その授業が⽛講義⽜の場合には⚒単位，⽛外国語，演習，体育実技⽜の場合には⚑単位として計算されます。外
国語科目については，さらに以下のことが定められています（工学部規則第⚔条）。

外国語科目のうち学則第20条第⚒号ただし書きの規定により，15時間の授業をもって⚑単位とするものは，
別に定める。

15時間の授業をもって⚑単位とする科目は，以下のとおりです。

英語文化演習Ⅰ及びⅡ
世界の言語と文化
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化Ⅰ，Ⅱ及びⅢ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）文化演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語演習Ⅰ及びⅡ
（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）言語文化演習Ⅰ及びⅡ

これらの授業科目は一つの学期で毎週⚑回（⚑時限）の授業が行われるので，通算の授業時間は30時間とな
り，⚒単位として計算されます。上記以外の外国語科目については，通算の授業時間は同様に30時間ですが，
すべて⚑単位として計算されます。
⚒・⚓年次でバイオテクノロジー実習とプログラミング実習が⚒時限連続して行われます。この場合の授業

時間数は，一つの学期で⚒時間×⚒×15週＝60時間となります。⽛実験⽜と⽛実習⽜については，45時間の授業
で⚑単位となりますから，これらの実験と実習の単位は小数点以下が切り捨てられて各⚑単位となります。ま
た，卒業研究は15時間の授業をもって⚑単位となります（工学部規則第⚔条）。
詳細な各科目毎の単位数については，⽛授業科目と担当者一覧⽜を参照して下さい。
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⚒．授業科目について

授業科目には，一般教育科目と専門教育科目という分類とは別に，重要度に応じて必修科目，選択必修科目，
選択科目の区別があります。詳しくは⽛生命工学科開講科目系統図⽜（p.184）をご覧下さい。必修科目は必ず履
修し単位を修得しなければなりません。必修科目が不合格となった場合には，翌年度に再び履修しなければな
りません。選択必修科目は必修科目と同様に重要な科目です。卒業要件にある単位数（24単位以上）を履修し
修得しなければなりません。選択科目は自由に選択し履修することができる科目です。卒業に必要な単位数
（英語⚒科目⚒単位を含む一般教育科目22単位以上，専門科目70単位以上，総修得単位数124単位以上）を満た
すように履修してください。
それぞれの授業科目には開講年次が設定されています。各年次に開講されている授業科目は，原則としてそ

の年次において履修することが推奨されます。上級年次生が，下級年次に開講されている授業科目を履修する
ことは時間割上問題が無ければ可能ですが，下級年次生は，上級年次に開講されている授業科目を履修するこ
とはできません。履修計画を立てる際には必要な科目・単位数だけでなく開講年次にも注意してください。
以下に一般教育科目と専門教育科目の概略と履修上の注意点を記します。詳細は⽛授業科目と担当者一覧⽜

で確認して下さい。

一般教育科目 すべて選択科目

⿟豊平校舎で開講される一般教育科目の中には⚒つの学期にそれぞれ同じ科目が開講され，どちらを履修して
も良い場合があります。ただし，両方をともに履修することはできません。

⿟⚑年次に開講されている一部の授業科目については，山鼻校舎でも開講しています。
⿟⚒年次に進級後に，豊平校舎で開校されている授業科目を履修することはキャンパスが離れていることや授
業時間割及び試験時間割の制約上から，原則としてできません（体育実技を除く）。

⿟英語科目と英語以外の外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，韓国・朝鮮語）科目は⚑・⚒年
次に開講されています。

⿟生命工学科では，⚒科目⚒単位以上の英語の履修が必要となります。
⿟英語以外の外国語科目については，韓国・朝鮮語を除いて⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されています。
ただし，⚓・⚔年次に開講されている外国語科目は，豊平校舎での受講となりますので注意してください。

専門教育科目 必修科目および選択必修科目（24科目，49単位），選択科目（47科目，87単位）

⿟⚑～⚔年次の各年次にわたって開講されます。
⿟⚑年次に配当されている専門教育科目は，豊平校舎でのみ開講されます。⚒年次に進級後に，これらの授業
科目を履修することは，キャンパスが離れていること，および時間割の制約上から，できませんので注意し
てください。

⿟卒業研究は，通年で⚖単位として実施されます。

⚓．履修の手引の各授業科目と講義概要の記載事項に関する注意

講義概要には科目名，担当者，単位数，開講期，開講年次，⽛授業のねらい⽜，⽛授業計画⽜，⽛準備学習の内容⽜，
⽛事後指導・フィードバック⽜，⽛評価方法・基準⽜，⽛履修上の留意点⽜，⽛教科書⽜，⽛参考書⽜が記載されていま
す。これらの内容をよく読んで，履修する際の参考にしてください。また，⽛授業計画⽜は当初の計画であり，
実際の授業の進行状況によっては，変更もあり得ますが，予習・復習の際の参考にして下さい。なお，これら
の授業科目のうち，一部の選択科目ではその科目の内容によって，授業を行う教室等の施設，設備等の制約か
ら履修者を一定人数に制限している場合や，ある特定の別の関連する授業科目を前もって履修しておかなけれ
ば，その授業科目を履修できない場合があります。講義概要には，これらの点についても記載されている場合
があるので注意してください。
特に外国語科目や専門教育科目等の中には，分野毎に上級年次に開講される授業科目との関連に注意しなく

てはいけない授業科目が含まれています。したがって，履修する年次だけではなく，次年度に履修することに
なる上級年次の授業科目の講義概要についても，よく読んでおくことを薦めます。
授業開始から履修届の提出期限までの間には，一定の期間が設けられています。授業科目によっては，最初
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の授業の時に担当者による履修のためのガイダンスが行われる場合があるので，履修する可能性がある場合に
は，必ず出席してください。
一般教育科目のセミナーについては，この冊子の最後にセミナーを受講する場合の注意点や手続きの方法が

記載されています。
なお，外国人留学生・海外帰国生徒のための日本語・日本事情科目が別に設けられており，これらの科目に

関する講義概要は一般教育科目の講義概要に掲載されています。外国人留学生・海外帰国生徒はこれらの科目
を履修し，修得した単位を一般教育科目に算入することができます。

―189―





Ⅱ
授
業
科
目
と

担
当
者
一
覧
表

Ⅱ 授業科目と担当者一覧表





⚔．工学基礎科目・専門教育科目

⑴ 【社会環境工学科】 195

⑵ 【建築学科】 207

⑶ 【電子情報工学科】 214

⑷ 【生命工学科】 220





4.⑴ 工学基礎科目【社会環境工学科 社会環境コース・環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野

必修○
選択
必修△

履修
コード

開
講
学
期
授 業 科 目

単

位
担 当 者

開
講
年
次

対象
クラス等 備 考

社会環境

⚑
群

△ △
21001

⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
寺西 功哲 1

21200 有馬研一郎 2

△ △
21003

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
寺西 功哲 1

21201 速水 孝夫 2

⚒
群

△ △
21005

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
武田 裕康 1

21202 山本 隆範 2
△ △ 21204 ⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 有馬研一郎 2

⚓
群

○
21008

⚑ 物 理 学 Ⅰ 2
羽部 朝男 1

21110 羽部 千景 2
21010

⚒ 物 理 学 Ⅱ 2
羽部 朝男 1

21111 羽部 千景 2
21112 ⚑ 物 理 学 Ⅲ 2 羽部 千景 2
21113 ⚒ 振動・波動工学 2 小幡 卓司 2

⚔
群

21012 ⚒ 代 数 学 序 論 2 速水 孝夫 1
21206 ⚑ 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 ⚒ 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 ⚒ 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 ⚑ 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 ⚒ 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
△ 21105 ⚑ 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 ⚒ 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 山田 俊郎 2

⚒
群

21108 ⚑ 応 用 数 学 Ⅰ 2 石井 宙志 2
21109 ⚒ 応 用 数 学 Ⅱ 2 石井 宙志 2

⚓
群

21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2
21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2

環
境
工
学
系

21068 ⚑ 環 境 工 学 序 論 2 山田 俊郎 1
21154 ⚑ 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 ⚒ 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2
21344 ⚑ 上 下 水 道 工 学 Ⅰ 2 山田 俊郎 3
21345 ⚒ 上 下 水 道 工 学 Ⅱ 2 山田 俊郎 3
21158 ⚑ 都 市 環 境 工 学 2 安藤 直哉 3
21129 ⚒ 環 境 計 測 学 2 安藤 直哉 3
21346 ⚒ 環 境 計 測 実 習 1 安藤 直哉 3

21259 ⚑ 景 観 工 学 2 酒本 宏
安達 重好 4

21352
⚑ 環 境アセスメント 2

矢内 賢治 3
21191 木村 明彦 4

水
工
系

○ 21140 ⚑ 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 山田 俊郎 2
○ 21142 ⚒ 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 嵯峨 浩 2

21161 ⚑ 河 川 工 学 2 嵯峨 浩 3
21199 ⚒ 防 災 工 学 2 嵯峨 浩 2
21162 ⚒ 港 湾 工 学 2 中嶋 雄一 3

計
画
・
設
計
・
維
持
管
理
系

○ 21144 ⚒ 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 ⚑ 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21340 ⚑ 都 市 ・ 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 ⚑ 道 路 工 学 2 平澤 匡介 3

21218 ⚑ 都 市 経 営 論 2 高宮 則夫
高松 康廣 3

21165 ⚒ 建 設マネジメント 2 萬 隆 3

21335 ⚒ 社会基盤施設維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

21168 ⚒ 寒 冷 地 舗 装 工 学 2 田中 俊輔 3
21334 ⚑ コンクリート構造設計演習 2 高橋 義裕 4

構
造
・
材
料
系

○ 21134 ⚑ 構 造 力 学 Ⅰ・演 習 3 金澤 健 2
○ 21136 ⚒ 構 造 力 学 Ⅱ・演 習 3 金澤 健 2

21169 ⚑ 構 造 解 析 学 2 金澤 健 3
○ 21146 ⚒ コ ンクリート工学 2 高橋 義裕 2

21170 ⚑ コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 3
21173 ⚒ 地 震 工 学 2 金澤 健 3

○ 21347 ⚑ 地盤・構造材料実験 1 高橋 義裕
小野 丘 3

土
質
・
施
工
系

○ 21138 ⚑ 土 質 工 学 Ⅰ・演 習 3 小野 丘 2
○ 21139 ⚒ 土 質 工 学 Ⅱ・演 習 3 小野 丘 2

21174 ⚒ 地 盤 工 学 2 所 哲也 3
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

土
質
・
施
工
系

○ 21171 ⚑ 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3
21172 ⚒ 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21190 ⚑ 火 薬 学 2 杉下 隆彦 4

専
門
総
合
系

○ 21056 ⚑ シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 山田 俊郎
所 哲也 1

21057 ⚒ シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1

○
21130

⚑ 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
⚒年生

21131 ⚓・⚔年生

○
21132

⚒ 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
⚒年生

21133 ⚓・⚔年生
○ 21147 ⚒ 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21148 ⚑ 測 量 実 習 1 所 哲也
鈴木 元 3

21176 ⚑ 測 量 学 Ⅱ 2 所 哲也 3
21177 ⚑ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
21336 ⚒ Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 佐々木智彦 3
21178 ⚑ 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴリー 3
21348 ⚑ インターンシップA 1 各担当教員 3 実 施 期 間 ⚑ 週 間
21349 ⚑ インターンシップB 2 各担当教員 3 実 施 期 間 ⚒ 週 間

○ 21151 ⚑ 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

○ 21331 ⚒ プレゼンテーション 2

小野 丘
金澤 健
嵯峨 浩
高橋 義裕
安藤 直哉

3

○

21701

⚑ シビルエンジニアリングデザインセミナー 2

高橋 義裕

4

21702 堂柿 栄輔
21703 嵯峨 浩
21704 小野 丘
21705 小幡 卓司
21706 山田 俊郎
21707 安藤 直哉
21708 所 哲也
21709 金澤 健

○

21901

⚒ 卒 業 研 究 6

高橋 義裕

4

21902 堂柿 栄輔
21903 嵯峨 浩
21904 小野 丘
21905 小幡 卓司
21906 山田 俊郎
21907 安藤 直哉
21908 所 哲也
21909 金澤 健
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
△ 21105 ⚑ 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 ⚒ 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 山田 俊郎 2

⚒
群

21108 ⚑ 応 用 数 学 Ⅰ 2 石井 宙志 2
21109 ⚒ 応 用 数 学 Ⅱ 2 石井 宙志 2

⚓
群

21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2
21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2

都
市
環
境
系

21068 ⚑ 環 境 工 学 序 論 2 山田 俊郎 1
24005 ⚒ 微 生 物 学 2 福井 学 1
21154 ⚑ 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 ⚒ 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21129 ⚒ 環 境 計 測 学 2 安藤 直哉 3
○ 21346 ⚒ 環 境 計 測 実 習 1 安藤 直哉 3
○ 21344 ⚑ 上 下 水 道 工 学 Ⅰ 2 山田 俊郎 3

21345 ⚒ 上 下 水 道 工 学 Ⅱ 2 山田 俊郎 3
21337 ⚑ 環 境 評 価 論 2 安藤 直哉 2
21158 ⚑ 都 市 環 境 工 学 2 安藤 直哉 3

21259 ⚑ 景 観 工 学 2 酒本 宏
安達 重好 4

21352
⚑ 環 境アセスメント 2

矢内 賢治 3
21191 木村 明彦 4

都
市
情
報
系

○ 21131 ⚑ 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21133 ⚒ 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21338 ⚑ デ ータ処理論実習 1 鈴木亜也子 3

21177 ⚑ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
○ 21336 ⚒ Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 佐々木智彦 3

21220 ⚑ 防 災情報システム 2 松岡 直基 4

都
市
経
営
系

○ 21144 ⚒ 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 ⚑ 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21227 ⚒ 住 民 参 加 論 2 田中 寿明 2
21343 ⚑ 地 域 交 通 論 2 田村 亨 2

21218 ⚑ 都 市 経 営 論 2 髙宮 則夫
高松 康廣 3

21213 ⚒ 寒 地 政 策 論 2 髙宮 則夫
高松 康廣 3

21215 ⚒ 社 会 調 査 法 2 堂柿 栄輔 3
21340 ⚑ 都 市 ・ 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 ⚑ 道 路 工 学 2 平澤 匡介 3

都
市
防
災
系

○ 21339 ⚑ リスクマネジメント 2

山田 俊郎
嵯峨 浩
小幡 卓司
高橋 義裕
小野 丘
安藤 直哉

3

21173 ⚒ 地 震 工 学 2 金澤 健 3

21222 ⚑ 寒 地・都 市 防 災 論 2 松澤 勝
浅野 基樹 4
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

都
市
防
災
系

21161 ⚑ 河 川 工 学 2 嵯峨 浩 3
21199 ⚒ 防 災 工 学 2 嵯峨 浩 2
21146 ⚒ コ ンクリート工学 2 高橋 義裕 2
21170 ⚑ コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 3
21171 ⚑ 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3
21172 ⚒ 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21174 ⚒ 地 盤 工 学 2 所 哲也 3

21347 ⚑ 地盤・構造材料実験 1 高橋 義裕
小野 丘 3

総
合
系

△ 21228 ⚑ 構造の力学A・演習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21229 ⚒ 構造の力学B・演習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21230 ⚑ 流 れ 学 A ・ 演 習 1.5 嵯峨 浩 2
△ 21231 ⚒ 流 れ 学 B ・ 演 習 1.5 嵯峨 浩 2
△ 21232 ⚑ 基礎土質工学A・演習 1.5 所 哲也 2
△ 21233 ⚒ 基礎土質工学B・演習 1.5 小野 丘 2

○ 21056 ⚑ シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 山田 俊郎
所 哲也 1

21057 ⚒ シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
○ 21176 ⚒ 測 量 学 Ⅰ 2 所 哲也 2

○ 21148 ⚑ 測 量 実 習 1 所 哲也
鈴木 元 3

21354 ⚑ 測 量 学 Ⅱ 2 所 哲也 3
21178 ⚑ 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴリー 3
21348 ⚑ インターンシップA 1 各担当教員 3 実 施 期 間 ⚑ 週 間
21349 ⚑ インターンシップB 2 各担当教員 3 実 施 期 間 ⚒ 週 間

○ 21151 ⚑ 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

○ 21331 ⚒ プレゼンテーション 2

小野 丘
金澤 健
嵯峨 浩
高橋 義裕
安藤 直哉

3

○

21701

⚑ シビルエンジニアリングデザインセミナー 2

高橋 義裕

4

21702 堂柿 栄輔
21703 嵯峨 浩
21704 小野 丘
21705 小幡 卓司
21706 山田 俊郎
21707 安藤 直哉
21708 所 哲也
21709 金澤 健
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

総
合
系

○

21901

⚒ 卒 業 研 究 6

高橋 義裕

4

21902 堂柿 栄輔
21903 嵯峨 浩
21904 小野 丘
21905 小幡 卓司
21906 山田 俊郎
21907 安藤 直哉
21908 所 哲也
21909 金澤 健
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4.⑴ 工学基礎科目【社会環境工学科 社会環境コース・環境情報コース 2012年度～2016年度入学者】

分野

必修○
選択
必修△

履修
コード

開
講
学
期
授 業 科 目

単

位
担 当 者

開
講
年
次

対象
クラス等 備 考

社会環境

⚑
群

△ △
21001

⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
寺西 功哲 1

21200 有馬研一郎 2

△ △
21003

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
寺西 功哲 1

21201 速水 孝夫 2

⚒
群

△ △
21005

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
武田 裕康 1

21202 山本 隆範 2
△ △ 21204 ⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 有馬研一郎 2

⚓
群

○
21008

⚑ 物 理 学 Ⅰ 2
羽部 朝男 1

21110 羽部 千景 2
21010

⚒ 物 理 学 Ⅱ 2
羽部 朝男 1

21111 羽部 千景 2
21112 ⚑ 物 理 学 Ⅲ 2 羽部 千景 2
21113 ⚒ 振動・波動工学 2 小幡 卓司 2

⚔
群

21012 ⚒ 代 数 学 序 論 2 速水 孝夫 1
21206 ⚑ 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 ⚒ 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 ⚒ 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 ⚑ 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 ⚒ 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2012年度～2016年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
△ 21105 ⚑ 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 ⚒ 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 山田 俊郎 2

⚒
群

21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2
21108 ⚑ 応 用 数 学 Ⅰ 2 石井 宙志 2
21109 ⚒ 応 用 数 学 Ⅱ 2 石井 宙志 2

⚓
群

21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2

環
境
系

21067 ⚑ 環 境 工 学 概 論 2 山田 俊郎 1
21154 ⚑ 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 ⚒ 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21150 ⚒ 環 境 基 礎 実 験 1 安藤 直哉 3
21155 ⚑ 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 山田 俊郎 3
21156 ⚒ 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 山田 俊郎 3

21259 ⚑ 景 観 工 学 2 酒本 宏
安達 重好 3

21191 ⚑ 環 境アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

水
工
系

○ 21140 ⚑ 水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 3 山田 俊郎 2
○ 21142 ⚒ 水 理 学 Ⅱ ・ 演 習 3 嵯峨 浩 2

21160 ⚑ 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
- ⚒ 河 川 工 学 2 － 3 開講せず
21199 ⚒ 防 災 工 学 2 嵯峨 浩 2
21162 ⚒ 港 湾 工 学 2 中嶋 雄一 3

計
画
・
道
路
系

○ 21144 ⚒ 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 ⚑ 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21340 ⚑ 都 市 ・ 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 ⚑ 道 路 工 学 2 平澤 匡介 3
- ⚑ 国 際 寒 地 都 市 論 2 － 4 開講せず

維
持
管
理
・
設
計
系

21165 ⚒ 建 設マネジメント 2 萬 隆 3

21335 ⚒ 社会基盤施設維持管理工学 2 小幡 卓司
高橋 義裕 3

21168 ⚒ 寒 冷 地 舗 装 工 学 2 田中 俊輔 3
21334 ⚑ コンクリート構造設計演習 2 高橋 義裕 4
- ⚑ 鋼構造工学設計演習 2 － 4 開講せず

構
造
・
材
料
系

○ 21134 ⚑ 構 造 力 学 Ⅰ・演 習 3 金澤 健 2
○ 21136 ⚒ 構 造 力 学 Ⅱ・演 習 3 金澤 健 2

21169 ⚑ 構 造 解 析 学 2 金澤 健 3
○ 21146 ⚒ コ ンクリート工学 2 高橋 義裕 2

21170 ⚑ コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 3
○ 21171 ⚑ 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3

21172 ⚒ 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21173 ⚒ 地 震 工 学 2 金澤 健 3

○ 21330 ⚑ 構 造 材 料 実 験 1 高橋 義裕
小野 丘 3

土質・
施工系 ○ 21138 ⚑ 土 質 工 学 Ⅰ・演 習 3 小野 丘 2
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 社会環境コース 2012年度～2016年度入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

土
質
・
施
工
系

○ 21139 ⚒ 土 質 工 学 Ⅱ・演 習 3 小野 丘 2
21174 ⚒ 地 盤 工 学 2 所 哲也 3

○ 21147 ⚒ 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21148 ⚑ 測 量 実 習 1 所 哲也
鈴木 元 3

21176 ⚑ 測 量 学 Ⅱ 2 所 哲也 3
21190 ⚑ 火 薬 学 2 杉下 隆彦 4

専
門
総
合
系

21056 ⚑ シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 山田 俊郎
所 徹也 1

○ 21057 ⚒ シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1

○
21130

⚑ 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
⚒年生

21131 ⚓・⚔年生

○
21132

⚒ 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
⚒年生

21133 ⚓・⚔年生
21177 ⚑ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
21336 ⚒ Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 佐々木智彦 3

21178 ⚑ 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 ⚑ 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

○ 21331 ⚒ プレゼンテーション 2

小野 丘
金澤 健
嵯峨 浩
高橋 義裕
安藤 直哉

4

○

21701

⚑ シビルエンジニアリングデザインセミナー 2

高橋 義裕

4

21702 堂柿 栄輔
21703 嵯峨 浩
21704 小野 丘
21705 小幡 卓司
21706 山田 俊郎
21707 安藤 直哉
21708 所 哲也
21709 金澤 健

○

21901

⚒ 卒 業 研 究 6

高橋 義裕

4

21902 堂柿 栄輔
21903 嵯峨 浩
21904 小野 丘
21905 小幡 卓司
21906 山田 俊郎
21907 安藤 直哉
21908 所 哲也
21909 金澤 健
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2012年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

基
盤
数
理
系

⚑
群

△ 21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
△ 21105 ⚑ 環 境 統 計 学・演 習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21106 ⚒ 品 質 管 理 ・ 演 習 1.5 山田 俊郎 2

⚒
群

21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2
21108 ⚑ 応 用 数 学 Ⅰ 2 石井 宙志 2
21109 ⚒ 応 用 数 学 Ⅱ 2 石井 宙志 2

⚓
群

21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2

都
市
環
境
系

21058 ⚑ 寒 冷 地 環 境 論 2 山田 俊郎 1
21154 ⚑ 環 境 地 質 学 2 鈴木 哲也 2
21153 ⚒ 保 全 生 態 学 2 矢部 和夫 2

○ 21129 ⚒ 環 境 計 測 学 2 安藤 直哉 2
- ⚒ 環 境 微 生 物 学 2 － 2 開講せず

○ 21353 ⚑ 環 境 基 礎 実 験 1 小野 丘
高橋 義裕 3

○ 21212 ⚒ 環 境 工 学 実 習 1 安藤 直哉 3
21155 ⚑ 水 環 境 工 学 Ⅰ 2 山田 俊郎 3
21156 ⚒ 水 環 境 工 学 Ⅱ 2 山田 俊郎 3
21337 ⚑ 環 境 評 価 論 2 安藤 直哉 3
21158 ⚒ 都 市 環 境 工 学 2 安藤 直哉 3

21259 ⚑ 景 観 工 学 2 酒本 宏
安達 重好 4

21191 ⚑ 環 境アセスメント 2 矢内 賢治
木村 明彦 4

都
市
情
報
系

○ 21131 ⚑ 情 報 処 理 Ⅰ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21133 ⚒ 情 報 処 理 Ⅱ・演 習 1.5 鈴木亜也子 2
○ 21338 ⚑ デ ータ処理論実習 1 鈴木亜也子 3

21177 ⚑ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 本田 明成 3
○ 21336 ⚒ Ｃ Ａ Ｄ 演 習 1 佐々木智彦 3

21220 ⚑ 防 災情報システム 2 松岡 直基 4

都
市
経
営
系

○ 21144 ⚒ 計 画 数 理 Ⅰ・演 習 3 堂柿 栄輔 2
○ 21145 ⚑ 計 画 数 理 Ⅱ・演 習 1.5 堂柿 栄輔 3

21227 ⚒ 住 民 参 加 論 2 田中 寿明 2
21135 ⚑ 地 域 福 祉 論 2 田村 亨 2

21218 ⚑ 都 市 経 営 論 2 髙宮 則夫
高松 康廣 3

21213 ⚒ 寒 地 政 策 論 2 髙宮 則夫
高松 康廣 3

21221 ⚑ 国 際 寒 地 都 市 論 2 － 4 開講せず
21215 ⚒ 社 会 調 査 法 2 堂柿 栄輔 3
21340 ⚑ 都 市 ・ 交 通 計 画 2 堂柿 栄輔 4
21164 ⚑ 道 路 工 学 2 平澤 匡介 3

都
市
防
災
系

○ 21339 ⚑ リスクマネジメント 2

山田 俊郎
嵯峨 浩
小幡 卓司
高橋 義裕
小野 丘
安藤 直哉

3
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2012年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

都
市
防
災
系

21173 ⚒ 地 震 工 学 2 金澤 健 3

21222 ⚑ 寒 地・都 市 防 災 論 2 松澤 勝
浅野 基樹 4

21160 ⚑ 河 川 水 文 学 2 嵯峨 浩 3
- ⚒ 河 川 工 学 2 － 3 開講せず
21199 ⚒ 防 災 工 学 2 嵯峨 浩 2
21146 ⚒ コ ンクリート工学 2 高橋 義裕 3
21341 ⚑ コンクリート構造工学 2 高橋 義裕 4
21171 ⚑ 鋼 構 造 工 学 2 小幡 卓司 3
21172 ⚒ 橋 梁 工 学 2 小幡 卓司 3
21174 ⚒ 地 盤 工 学 2 所 哲也 3

総
合
系

△ 21228 ⚑ 構造の力学A・演習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21229 ⚒ 構造の力学B・演習 1.5 小幡 卓司 2
△ 21230 ⚑ 流 れ 学 A ・ 演 習 1.5 嵯峨 浩 2
△ 21231 ⚒ 流 れ 学 B ・ 演 習 1.5 嵯峨 浩 2
△ 21232 ⚑ 基礎土質工学A・演習 1.5 所 哲也 2
△ 21233 ⚒ 基礎土質工学B・演習 1.5 小野 丘 2

21056 ⚑ シビルエンジニアリング基礎セミナー 2 山田 俊郎
所 哲也 1

○ 21057 ⚒ シビルエンジニアリング総論 2 堂柿 栄輔 1
○ 21147 ⚒ 測 量 学 Ⅰ 2 上浦 正樹 2

○ 21148 ⚑ 測 量 実 習 1 所 哲也
鈴木 元 3

21176 ⚑ 測 量 学 Ⅱ 2 所 哲也 3

21178 ⚑ 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

21179 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3
○ 21151 ⚑ 技 術 者 倫 理・演 習 1.5 冨澤 幸一 3

○ 21331 ⚒ プレゼンテーション 2

小野 丘
金澤 健
嵯峨 浩
高橋 義裕
安藤 直哉

4

○

21701

⚑ シビルエンジニアリングデザインセミナー 2

高橋 義裕

4

21702 堂柿 栄輔
21703 嵯峨 浩
21704 小野 丘
21705 小幡 卓司
21706 山田 俊郎
21707 安藤 直哉
21708 所 哲也
21709 金澤 健
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4.⑴ 専門教育科目【社会環境工学科 環境情報コース 2012年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
学年

対象
クラス等 備 考

専
門
教
育
科
目

総
合
系

○

21901

⚒ 卒 業 研 究 6

高橋 義裕

4

21902 堂柿 栄輔
21903 嵯峨 浩
21904 小野 丘
21905 小幡 卓司
21906 山田 俊郎
21907 安藤 直哉
21908 所 哲也
21909 金澤 健
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4.⑵ 工学基礎科目【建築学科 2013年度以降入学者】

分野 履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単位 担 当 者 開講

年次
対象
クラス等 備 考

数
物
系

21019
⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2 有馬研一郎

1
21200 2
21021

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
有馬研一郎 1

21201 速水 孝夫 2
21022

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
吉田 啓佑 1

21202 山本 隆範 2
21209 ⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 吉田 啓佑 2
21115 ⚑ 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 ⚒ 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21024

⚑ 物 理 学 Ⅰ 2
森越 文明 1

21110 羽部 千景 2
21025

⚒ 物 理 学 Ⅱ 2
森越 文明 1

21111 羽部 千景 2
21012 ⚒ 代 数 学 序 論 2 速水 孝夫 1
21206 ⚑ 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 ⚒ 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 ⚒ 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2017年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

空
間
デ
ザ
イ
ン
系

22001 ⚑ 空間・環境デザイン入門 2 各担当教員 1
22002 ⚒ 空 間 デ ザ イ ン 2 山内 圭吉 1

22171 ⚑ 空間デザイン演習基礎 2
岡本 浩一
伊藤 千織
髙木 貴間

2

○ 22172 ⚒ 空間デザイン演習Ⅰ 4

石橋 達勇
石塚 和彦
大坂美保子
佐々木夕介
臼井 巧
小西 彦仁
小倉 寛征

2

○ 22188 ⚑ 空間デザイン演習Ⅱ 4

石橋 達勇
大島 亘
吉本 考臣
赤坂真一郎
小西 彦仁
堀尾 浩
村國 健

3

22189 ⚒ 空間デザイン演習Ⅲ 4
米田 浩志
赤坂真一郎
髙木 貴間

3

22210 ⚑ 空間デザイン演習Ⅳ 4
米田 浩志
濱口 芳郎
石塚 和彦

4

○ 22130 ⚒ 建 築 計 画 Ⅰ 2 米田 浩志 2
○ 22131 ⚑ 建 築 計 画 Ⅱ 2 石橋 達勇 3

22132 ⚒ 建 築 計 画 Ⅲ 2 石橋 達勇 3
22173 ⚒ 工 芸 デ ザ イ ン 2 伊藤 千織 2
22141 ⚑ 建 築 デ ザ イ ン 論 2 米田 浩志 3
22207 ⚒ 都 市 計 画 2 岡本 浩一 3
22143 ⚒ インテリアデザイン 2 長谷川 演 3
22211 ⚑ 空間リノベーション 2 植田 暁 4

環
境
デ
ザ
イ
ン
系

22003 ⚒ 北 方 建 築 2 奈良 謙伸 1
○ 22174 ⚑ 建 築 環 境 基 礎 2 小柳 秀光 2

22175 ⚒ 建 築 環 境 計 画 Ⅰ 2 小柳 秀光 2
22193 ⚑ 建 築 環 境 計 画 Ⅱ 2 佐藤 哲身 3
22194 ⚒ 建 築 環 境 計 画 Ⅲ 2 佐藤 哲身 3
22176 ⚒ 建築環境計画演習Ⅰ 1 小柳 秀光 2
22195 ⚒ 建築環境計画演習Ⅱ 1 佐藤 哲身 3

22212 ⚑ 環 境 計 測 演 習 2 小柳 秀光
佐藤 哲身 4

○ 22178 ⚒ 設 備 概 論 2 永瀬 次郎 2
22197 ⚑ 建 築設備システム 2 成田 登 3
22205 ⚑ 庭 園 文 化 論 2 政村 悦啓 3
22213 ⚑ 都 市環境デザイン 2 辻井 順 4
22169 ⚑ 雪 氷 学 2 白岩 孝行 4

シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
系

22004 ⚑ 構造・材料デザイン入門 2 各担当教員 1
22005 ⚒ 構 造 デ ザ イ ン 2 南出 孝一 1

○ 22179 ⚑ 構造力学基礎Ⅰ・演習 3 植松 武是 2
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2017年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

○ 22180 ⚒ 構造力学基礎Ⅱ・演習 3 植松 武是 2
22201 ⚑ 構造力学応用Ⅰ・演習 3 真柄 祥吾 3
22203 ⚒ 構造力学応用Ⅱ・演習 3 真柄 祥吾 3
22114 ⚑ 鉄筋コンクリート構造 2 真柄 祥吾 3
22181

⚑ 鉄筋コンクリート構造演習 1 真柄 祥吾 3
Q⚑

22206 Q⚒
22117 ⚒ 鋼 構 造 2 植松 武是 3
22199 ⚒ 鋼 構 造 演 習 1 植松 武是 3

22200 ⚒ 構 造 設 計 法 2 南出 孝一
谷川 栄治 3

22214 ⚑ 建 築 振 動 論 2 植松 武是 4
22215 ⚑ 構 造 解 析 2 植松 武是 4
22182 ⚑ 建 築 材 料 2 足立 裕介 2
22183 ⚒ 建 築 仕 上 材 料 2 杉山 雅 2

○

22122

⚑ 建 築 材 料 実 験 1

杉山 雅
佐々木良滋
高橋 和彦

3

Q⚑

22123
足立 裕介
那須 豊治
高橋 和彦

Q⚒

○ 22196 ⚒ 建 築 生 産 2 足立 裕介 3
22216 ⚑ 建 築 施 工 2 足立 裕介 4
22217 ⚑ コ ンクリート工学 2 杉山 雅 4

専
門
共
通

22006 ⚑ 造 形 演 習 Ⅰ 2 原井 憲二
中鉢みなみ 1

22007 ⚒ 造 形 演 習 Ⅱ 2 原井 憲二
中鉢みなみ 1

22008
⚑ 建 築 図 学 2 池上 重康 1

Q⚑
22009 Q⚒

○ 22139 ⚑ 建 築 製 図 演 習 2

杉山 雅
足立 裕介
高橋 久見
松本 守
松本 智
神谷 幸治

2

22140 ⚒ 建築プレゼンテーション 2 岡本 浩一 2

22190 ⚑ 建 築 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 2
岡本 浩一
大坂美保子
長田 沙希
大塚 達也

3

○ 22156 ⚑ 建 築 一 般 構 造 2 杉山 雅 2
22155 ⚑ 西 洋 建 築 史 2 金子 晋也 2
22154 ⚒ 日 本 建 築 史 2 金子 晋也 2

22184 ⚑ 情 報 処 理 2 植松 武是
足立 裕介 2

22191 ⚑ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 植松 武是
足立 裕介 2

22127
⚑ 測 量 学 3 篠田 哲昭 3

Q⚑
22128 Q⚒
22170 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3

○ 22198 ⚒ 建 築 法 規 2 日比 学 3
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2017年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
共
通

22165 ⚒ 建 築 経 済 2 岩浪 治郎 3
22208 ⚒ 品 質 管 理 2 佐々木克彦 3
22166 ⚒ 木 造 建 築 2 遠藤謙一良 3
22187 ⚒ 技 術 者 倫 理 2 岡田 貴裕 3
22218 ⚑ 防 災 計 画 2 高井 伸雄 4
21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2
21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2
21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
21127 ⚑ 数 理 統 計 学 2 船川 大樹 2

○

22901

通年 卒 業 研 究 6

佐藤 哲身

4

22902 真柄 祥吾
22903 杉山 雅
22904 米田 浩志
22905 植松 武是
22906 石橋 達勇
22907 小柳 秀光
22908 岡本 浩一
22909 足立 裕介
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2013～2016年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

空
間
デ
ザ
イ
ン
系

22001 ⚑ 空間・環境デザイン入門 2 各担当教員 1
22002 ⚒ 空 間 デ ザ イ ン 2 山内 圭吉 1

22171 ⚑ 空間デザイン演習基礎 2
岡本 浩一
伊藤 千織
髙木 貴間

2

○ 22172 ⚒ 空間デザイン演習Ⅰ 4

石橋 達勇
石塚 和彦
大坂美保子
佐々木夕介
臼井 巧
小西 彦仁
小倉 寛征

2

○ 22188 ⚑ 空間デザイン演習Ⅱ 4

石橋 達勇
大島 亘
吉本 考臣
赤坂真一郎
小西 彦仁
堀尾 浩
村國 健

3

22189 ⚒ 空間デザイン演習Ⅲ 4
米田 浩志
赤坂真一郎
髙木 貴間

3

22210 ⚑ 空間デザイン演習Ⅳ 4
米田 浩志
濱口 芳郎
石塚 和彦

4

○ 22130 ⚒ 建 築 計 画 Ⅰ 2 米田 浩志 2
○ 22131 ⚑ 建 築 計 画 Ⅱ 2 石橋 達勇 3

22132 ⚒ 建 築 計 画 Ⅲ 2 石橋 達勇 3
22173 ⚒ 工 芸 デ ザ イ ン 2 伊藤 千織 2
22141 ⚑ 建 築 デ ザ イ ン 論 2 米田 浩志 3
22207 ⚒ 都 市 計 画 2 岡本 浩一 3
22143 ⚒ インテリアデザイン 2 長谷川 演 3
22211 ⚑ 空間リノベーション 2 植田 暁 4

環
境
デ
ザ
イ
ン
系

22003 ⚒ 北 方 建 築 2 奈良 謙伸 1
○ 22174 ⚑ 建 築 環 境 基 礎 2 小柳 秀光 2

22175 ⚒ 建 築 環 境 計 画 Ⅰ 2 小柳 秀光 2
22193 ⚑ 建 築 環 境 計 画 Ⅱ 2 佐藤 哲身 3
22194 ⚒ 建 築 環 境 計 画 Ⅲ 2 佐藤 哲身 3
22176 ⚒ 建築環境計画演習Ⅰ 1 小柳 秀光 2
22195 ⚒ 建築環境計画演習Ⅱ 1 佐藤 哲身 3

22212 ⚑ 環 境 計 測 演 習 2 小柳 秀光
佐藤 哲身 4

○ 22178 ⚒ 設 備 概 論 2 永瀬 次郎 2
22197 ⚑ 建 築設備システム 2 成田 登 3
22205 ⚑ 庭 園 文 化 論 2 政村 悦啓 3
22213 ⚑ 都 市環境デザイン 2 辻井 順 4
22169 ⚑ 雪 氷 学 2 白岩 孝行 4

シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
系

22004 ⚑ 構造・材料デザイン入門 2 各担当教員 1
22005 ⚒ 構 造 デ ザ イ ン 2 南出 孝一 1

○ 22179 ⚑ 構造力学基礎Ⅰ・演習 3 植松 武是 2
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2013～2016年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
系

○ 22180 ⚒ 構造力学基礎Ⅱ・演習 3 植松 武是 2
22201 ⚑ 構造力学応用Ⅰ・演習 3 真柄 祥吾 3
22203 ⚒ 構造力学応用Ⅱ・演習 3 真柄 祥吾 3
22114 ⚑ 鉄筋コンクリート構造 2 真柄 祥吾 3
22181

⚑ 鉄筋コンクリート構造演習 1 真柄 祥吾 3
Q⚑

22206 Q⚒
22117 ⚒ 鋼 構 造 2 植松 武是 3
22199 ⚒ 鋼 構 造 演 習 1 植松 武是 3

22200 ⚒ 構 造 設 計 法 2 南出 孝一
谷川 栄治 3

22214 ⚑ 建 築 振 動 論 2 植松 武是 4
22215 ⚑ 構 造 解 析 2 植松 武是 4
22182 ⚑ 建 築 材 料 2 足立 裕介 2
22183 ⚒ 建 築 仕 上 材 料 2 杉山 雅 2

○

22122

⚑ 建 築 材 料 実 験 1

杉山 雅
佐々木良滋
高橋 和彦

3

Q⚑

22123
足立 裕介
那須 豊治
高橋 和彦

Q⚒

○ 22196 ⚒ 建 築 生 産 2 足立 裕介 3
22216 ⚑ 建 築 施 工 2 足立 裕介 4
22217 ⚑ コ ンクリート工学 2 杉山 雅 4

専
門
共
通

22006 ⚑ 造 形 演 習 Ⅰ 2 原井 憲二
中鉢みなみ 1

22007 ⚒ 造 形 演 習 Ⅱ 2 原井 憲二
中鉢みなみ 1

22008
⚑ 建 築 図 学 2 池上 重康 1

Q⚑
22009 Q⚒

○ 22139 ⚑ 建 築 製 図 演 習 2

杉山 雅
足立 裕介
高橋 久見
松本 守
松本 智
神谷 幸治

2

22140 ⚒ 建築プレゼンテーション 2 岡本 浩一 2

22190 ⚑ 建 築 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 2
岡本 浩一
大坂美保子
長田 沙希
大塚 達也

3

○ 22156 ⚑ 建 築 一 般 構 造 2 杉山 雅 2
22155 ⚑ 西 洋 建 築 史 2 金子 晋也 2
22154 ⚒ 日 本 建 築 史 2 金子 晋也 2

22184 ⚑ 情 報 処 理 2 植松 武是
足立 裕介 2

22191 ⚑ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 植松 武是
足立 裕介 2 2014年度以前入

学者⚓年次開講
22127

⚑ 測 量 学 3 篠田 哲昭 3
Q⚑

22128 Q⚒
22170 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3

○ 22198 ⚒ 建 築 法 規 2 日比 学 3
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4.⑵ 専門教育科目【建築学科 2013～2016年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
共
通

22165 ⚒ 建 築 経 済 2 岩浪 治郎 3
22208 ⚒ 品 質 管 理 2 佐々木克彦 3
22166 ⚒ 木 造 建 築 2 遠藤謙一良 3
22187 ⚒ 技 術 者 倫 理 2 岡田 貴裕 3
22218 ⚑ 防 災 計 画 2 高井 伸雄 4
- ⚑ 建 築 地 球 環 境 学 2 － 4 開講せず
21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2
21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2
21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
21127 ⚑ 数 理 統 計 学 2 船川 大樹 2

○

22901

通年 卒 業 研 究 6

佐藤 哲身

4

22902 真柄 祥吾
22903 杉山 雅
22904 米田 浩志
22905 植松 武是
22906 石橋 達勇
22907 小柳 秀光
22908 岡本 浩一
22909 足立 裕介
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2018年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

基
礎
数
物
系

○
21026

⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
佐藤 直飛 1

R⚑
21027 R⚒
21200 有馬研一郎 2

○
21028

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
佐藤 直飛 1

R⚑
21029 R⚒
21201 速水 孝夫 2

○
21031

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
船川 大樹

1
R⚑

21030 武田 裕康 R⚒
21202 山本 隆範 2

○
21223

⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
佐野 貴志

2
R⚑

21210 速水 孝夫 R⚒
21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
21127 ⚑ 数 理 統 計 学 2 船川 大樹 2
21012 ⚒ 代 数 学 序 論 2 速水 孝夫 1
21206 ⚑ 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 ⚒ 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 ⚒ 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 ⚑ 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 ⚒ 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2
21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2

○
21009

⚑ 物 理 学 Ⅰ 2
前田 秀基 1

21110 羽部 千景 2

○
21011

⚒ 物 理 学 Ⅱ 2
前田 秀基 1

21111 羽部 千景 2

応
用
数
物
系

△ 23101 ⚑ 応 用 数 学 Ⅰ 2 大西 真一 2
23102 ⚒ 応 用 数 学 Ⅱ 2 大西 真一 2

△ 23207 ⚑ 物 理 数 学 2 菅原 滋晴 2
△ 23204 ⚑ 数 理 工 学 2 大西 真一 3
△ 23138 ⚒ 数 値 解 析 Ⅰ 2 栗原 正仁 3

23173 ⚑ 数 値 解 析 Ⅱ 2 菊地 慶仁 4

電
子
系

23023 ⚑ 電 子 工 学 基 礎 Ⅰ 2 元木 邦俊 1
23024 ⚒ 電 子 工 学 基 礎 Ⅱ 2 藤原 英樹 1
23003 ⚒ 電 気 回 路 基 礎 2 笹森 崇行 1

△ 23109 ⚑ 電 気 回 路 Ⅰ 2 笹森 崇行 2
23110 ⚒ 電 気 回 路 Ⅱ 2 笹森 崇行 2

△ 23111 ⚒ 電 子 回 路 Ⅰ 2 元木 邦俊 2
23128 ⚑ 電 子 回 路 Ⅱ 2 元木 邦俊 3

△ 23105 ⚑ 電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 藤原 英樹 2
23106 ⚒ 電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 藤原 英樹 2

△ 23107 ⚑ 電 子 物 性 2 菅原 滋晴 2
23108 ⚒ 固 体 電 子 工 学 2 菅原 滋晴 2

△ 23134 ⚑ 電 子 デ バ イ ス 2 藤原 英樹 3
23171 ⚒ 光エレクトロニクス 2 岡本 淳 3
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2018年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

電
子
系

23137 ⚒ 論 理 回 路 2 青木 直史 3
23135 ⚑ 電 波 工 学 2 日景 隆 3
- ⚑ 電 気 電 子 材 料 学 2 － 4
- ⚑ 集 積 回 路 2 － 4

情
報
系

23025 ⚑ 情 報 工 学 基 礎 Ⅰ 2 魚住 純 1
23026 ⚒ 情 報 工 学 基 礎 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 1

△ 23208 ⚑ プログラミング序論Ⅰ 2 内田 ゆず 2
△ 23209 ⚒ プログラミング序論Ⅱ 2 内田 ゆず 2
△ 23210 ⚑ 計算機アーキテクチャ 2 魚住 純 2

23115 ⚒ オペレーティングシステム 2 佐藤 晴彦 2
△ 23116 ⚒ 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 佐藤 晴彦 2

23139 ⚑ 計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 3
23174 ⚒ 自 然 言 語 処 理 2 内田 ゆず 3
23153 ⚑ システムとネットワーク 2 青木 直史 3
23140 ⚒ ア ルゴリズム通論 2 大久保好章 3
23143 ⚒ 情 報 理 論 2 喜田 拓也 3
23144 ⚑ デ ー タ 工 学 2 菊地 慶仁 3
23175 ⚒ 画 像 工 学 2 魚住 純 3
- ⚑ 知 識 情 報 工 学 2 － 4

応
用
系

23118 ⚒ プレゼンテーション 2 鈴木亜也子 2
△ 23117 ⚒ 電 子 計 測 2 魚住 純 2
△ 23145 ⚑ 光 工 学 Ⅰ 2 魚住 純 3

23146 ⚒ 光 工 学 Ⅱ 2 大坪 順次 3
△ 23147 ⚑ 制 御 工 学 Ⅰ 2 高氏 秀則 3

23148 ⚒ 制 御 工 学 Ⅱ 2 高氏 秀則 3
23151 ⚑ 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3

△ 23154 ⚑ 工 学 倫 理 2 横山 隆 3
23149 ⚒ 電 気 工 学 通 論 2 原 亮一 3
23150 ⚒ 音 響 工 学 2 元木 邦俊 3
23152 ⚒ 情 報通信システム 2 阿波加 純 3
- ⚑ セ ン サ 工 学 2 － 4
- ⚑ シ ス テ ム 工 学 2 － 4
- ⚑ 通 信 法 規 2 － 4

実
験
実
習
等

23021
⚑ 情報リテラシー演習 1

大西 真一
村上 弘晃
吉田 道拓

1
R⚑

23006 R⚒

23027

⚑ 基 礎 演 習 1

菊地 慶仁

1

R⚑奇数
23031 高氏 秀則 R⚑偶数
23032 菅原 滋晴 R⚒奇数
23033 内田 ゆず R⚒偶数
23028

⚑ 数 学 演 習 1
船川 大樹

1
R⚑

23034 矢不 俊文 R⚒
23029

⚒ 物 理 学 演 習 1
羽部 千景

1
23030 羽部 朝男
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2018年度以降入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

実
験
実
習
等

○

23125

⚑ 計 算 機 実 習 Ⅰ 1

佐藤 晴彦
栗 達
古谷 勇

2

R⚑

23124
藤原 英樹
金澤 悠里
金森憲太朗

R⚒

○

23126

⚒ 計 算 機 実 習 Ⅱ 1

大西 真一
金森憲太朗
村上 弘晃

2

R⚑

23127
内田 ゆず
村上 弘晃
関口 徹也

R⚒

23157 ⚑ 計 算 機 実 習 Ⅲ 1
任 捷
鈴木 元樹
関口 徹也

3

23212 ⚒ プロジェクト実習A 1
魚住 純
鈴木 元樹
ジェプカ ラファウ

3

23213 ⚒ プロジェクト実習B 1 高氏 秀則
吉田 道拓 3

○
23123

⚒ 電子情報工学実験Ⅰ 1
菅原 滋晴
菊地 慶仁
片岡 則雅

2
R⚑

23190 R⚒

○
23172

⚑ 電子情報工学実験Ⅱ 1 元木 邦俊
笹森 崇行 3

R⚑
23155 R⚒
23162 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3

○

-

通年 卒 業 研 究 6

－

4

- －
- －
- －
- －
- －
- －
- －
- －
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2012年度～2017年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

基
礎
数
物
系

○
21026

⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2
佐藤 直飛 1

R⚑
21027 R⚒
21200 有馬研一郎 2

○
21029

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
佐藤 直飛 1

R⚑
21028 R⚒
21201 速水 孝夫 2

○
21031

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
船川 大樹

1
R⚑

21030 武田 裕康 R⚒
21202 山本 隆範 2

○
21223

⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2
佐野 貴志

2
R⚑

21210 速水 孝夫 R⚒
21007 ⚑ 確 率 統 計 2 船川 大樹 1
21127 ⚑ 数 理 統 計 学 2 船川 大樹 2
21012 ⚒ 代 数 学 序 論 2 速水 孝夫 1
21206 ⚑ 代 数 学 Ⅰ 2 速水 孝夫 2
21207 ⚒ 代 数 学 Ⅱ 2 速水 孝夫 2
21013 ⚒ 幾 何 学 序 論 2 佐野 貴志 1
21115 ⚑ 幾 何 学 Ⅰ 2 佐野 貴志 2
21116 ⚒ 幾 何 学 Ⅱ 2 佐野 貴志 2
21014 ⚒ 解 析 学 序 論 2 山本 隆範 1
21208 ⚑ 解 析 学 Ⅰ 2 山本 隆範 2
21205 ⚒ 解 析 学 Ⅱ 2 山本 隆範 2

○
21009

⚑ 物 理 学 Ⅰ 2
前田 秀基 1

21110 羽部 千景 2

○
21011

⚒ 物 理 学 Ⅱ 2
前田 秀基 1

21111 羽部 千景 2

応
用
数
物
系

○ 23101 ⚑ 応 用 数 学 Ⅰ 2 大西 真一 2
23102 ⚒ 応 用 数 学 Ⅱ 2 大西 真一 2

○ 23203 ⚑ 工 業 物 理 学 2 菅原 滋晴 2
○ 23204 ⚑ 数 理 工 学 2 大西 真一 3
○ 23138 ⚒ 数 値 解 析 Ⅰ 2 栗原 正仁 3

23173 ⚑ 数 値 解 析 Ⅱ 2 菊地 慶仁 4

電
子
系

23023 ⚑ 電 子 工 学 基 礎 Ⅰ 2 元木 邦俊 1
23024 ⚒ 電 子 工 学 基 礎 Ⅱ 2 藤原 英樹 1
23003 ⚒ 電 気 回 路 基 礎 2 笹森 崇行 1

○ 23109 ⚑ 電 気 回 路 Ⅰ 2 笹森 崇行 2
23110 ⚒ 電 気 回 路 Ⅱ 2 笹森 崇行 2

○ 23111 ⚒ 電 子 回 路 Ⅰ 2 元木 邦俊 2
23128 ⚑ 電 子 回 路 Ⅱ 2 元木 邦俊 3

○ 23105 ⚑ 電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 藤原 英樹 2
23106 ⚒ 電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 藤原 英樹 2

○ 23107 ⚑ 電 子 物 性 2 菅原 滋晴 2
23108 ⚒ 固 体 電 子 工 学 2 菅原 滋晴 2

○ 23134 ⚑ 電 子 デ バ イ ス 2 藤原 英樹 3
23171 ⚒ 光エレクトロニクス 2 岡本 淳 3
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4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2012年度～2017年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

電
子
系

23137 ⚒ 論 理 回 路 2 青木 直史 3
23135 ⚑ 電 波 工 学 2 日景 隆 3
23163 ⚑ 電 気 電 子 材 料 学 2 菅原 滋晴 4
23165 ⚑ 集 積 回 路 2 山本 強 4

情
報
系

23025 ⚑ 情 報 工 学 基 礎 Ⅰ 2 魚住 純 1
23026 ⚒ 情 報 工 学 基 礎 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 1

○ 23112 ⚑ プログラミング序論 2 内田 ゆず 2
○ 23113 ⚑ 計算機アーキテクチャⅠ 2 魚住 純 2

- ⚒ 計算機アーキテクチャⅡ 2 － 2 開講せず
23115 ⚒ オペレーティングシステム 2 佐藤 晴彦 2

○ 23116 ⚒ 計 算 機 言 語 学 Ⅰ 2 佐藤 晴彦 2
23139 ⚑ 計 算 機 言 語 学 Ⅱ 2 佐藤 晴彦 3
23174 ⚒ 自 然 言 語 処 理 2 内田 ゆず 3
23153 ⚑ システムとネットワーク 2 青木 直史 3
23140 ⚒ ア ルゴリズム通論 2 大久保好章 3
23143 ⚒ 情 報 理 論 2 喜田 拓也 3
23144 ⚑ デ ー タ 工 学 2 菊地 慶仁 3
23175 ⚒ 画 像 工 学 2 魚住 純 3
23166 ⚑ 知 識 情 報 工 学 2 荒木 健治 4

応
用
系

23118 ⚒ プレゼンテーション 2 鈴木亜也子 2
○ 23117 ⚒ 電 子 計 測 2 魚住 純 2
○ 23145 ⚑ 光 工 学 Ⅰ 2 魚住 純 3

23146 ⚒ 光 工 学 Ⅱ 2 大坪 順次 3
○ 23147 ⚑ 制 御 工 学 Ⅰ 2 高氏 秀則 3

23148 ⚒ 制 御 工 学 Ⅱ 2 高氏 秀則 3
23151 ⚑ 通 信 工 学 通 論 2 小川 恭孝 3

○ 23154 ⚑ 工 学 倫 理 2 横山 隆 3
23149 ⚒ 電 気 工 学 通 論 2 原 亮一 3
23150 ⚒ 音 響 工 学 2 元木 邦俊 3
23152 ⚒ 情 報通信システム 2 阿波加 純 3
23167 ⚑ セ ン サ 工 学 2 高氏 秀則 4
23169 ⚑ シ ス テ ム 工 学 2 青木 直史 4
23170 ⚑ 通 信 法 規 2 中谷 秀夫 4

実
験
実
習
等

23021
⚑ 情報リテラシー演習 1

大西 真一
村上 弘晃
吉田 道拓

1
R⚑

23006 R⚒

23027

⚑ 基 礎 演 習 1

菊地 慶仁

1

R⚑奇数
23031 高氏 秀則 R⚑偶数
23032 菅原 滋晴 R⚒奇数
23033 内田 ゆず R⚒偶数

○

23125

⚑ 計 算 機 実 習 Ⅰ 1

佐藤 晴彦
栗 達
古谷 勇

2

R⚑

23124
藤原 英樹
金澤 悠里
金森憲太朗

R⚒

―218―



4.⑶ 専門教育科目【電子情報工学科 2012年度～2017年度入学者】

分野 必修
○

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

実
験
実
習
等

○

23126

⚒ 計 算 機 実 習 Ⅱ 1

大西 真一
金森憲太朗
村上 弘晃

2

R⚑

23127
内田 ゆず
村上 弘晃
関口 徹也

R⚒

23157 ⚑ 計 算 機 実 習 Ⅲ 1
任 捷
鈴木 元樹
関口 徹也

3

23205
⚒ プ ロジェクト実習 1

魚住 純
鈴木 元樹
ジェプカ ラファウ 3

⽛プロジェクト実習A⽜読替

23206 高氏 秀則
吉田 道拓 ⽛プロジェクト実習B⽜読替

○
23123

⚒ 電子情報工学実験Ⅰ 1
菅原 滋晴
菊地 慶仁
片岡 則雅

2
R⚑

23190 R⚒

○
23172

⚑ 電子情報工学実験Ⅱ 1 元木 邦俊
笹森 崇行 3

R⚑
23155 R⚒
23162 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3

○

23901

通年 卒 業 研 究 6

魚住 純

4

23902 元木 邦俊
23903 菊地 慶仁
23904 笹森 崇行
23905 大西 真一
23906 藤原 英樹
23907 高氏 秀則
23908 菅原 滋晴
23909 佐藤 晴彦
23910 内田 ゆず

自
由
科
目

23028
⚑ 数 学 演 習 1

船川 大樹
1

R⚑
23034 矢不 俊文 R⚒
23029

⚒ 物 理 学 演 習 1
羽部 千景

1
23030 羽部 朝男
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

専
門
基
礎

Ａ
群

21045
⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2

小林 保幸 1
21200 有馬研一郎 2
21046

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
矢不 俊文 1

21201 速水 孝夫 2
21047

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
吉田 啓佑 1

21202 山本 隆範 2
21211 ⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 吉田 啓佑 2
21050 ⚑ 確 率 統 計 2 寺西 功哲 1
24013 ⚑ 現 代 物 理 学 入 門 2 森越 文明 1
21065 ⚒

物 理 学 Ⅰ
2 前田 秀基 1

21110 ⚑ 2 羽部 千景 2
21100 ⚑ 物 理 学 Ⅱ 2 前田 秀基 2
24102 ⚑ 物 理 化 学 2 木下 博嗣 2
24159

⚒ Academic English 2 平田 洋子 2
W⚑

24168 W⚒
24129 ⚑ シミュレーション科学 2 岡崎 敦男 3
24140 ⚑ Ｗ ＥＢビジネス論 2 沼田 真吾 3

24139 ⚑ 科 学 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

24141 ⚒ バ イオビジネス論 2 長堀 紀子 3

24128 ⚒ プレゼンテーション 2 鈴木亜也子
鈴木 聡士 3

△ 24001 ⚑ 生 命 工 学 総 論 2 複数の教員 1

生
命
科
学
系

Ｂ
群

△ 24002 ⚑ 生 命 工 学 倫 理 2 髙橋 考太 1
24003 ⚑ 化 学 概 論 2 久保 勘二 1
24014 ⚑ 生 物 学 基 礎 2 上條 光司 1
21068 ⚑ 環 境 工 学 序 論 2 山田 俊郎 1
24006 ⚒ 生 物 学 概 論 2 新沼 協 1
24004 ⚒ 有 機 化 学 2 松田 冬彦 1
24005 ⚒ 微 生 物 学 2 福井 学 1
24015 ⚒ 先 端 生 命 科 学 2 水谷 武臣 1
24160 ⚑ 環境・エネルギーシステム論 2 鈴木 聡士 2
24017 ⚒ 生 物 多 様 性 論 2 早矢仕有子 1
24130 ⚒ 地 球 環 境 論 2 高橋 伸幸 2

△ 24104 ⚑ 生 化 学 Ⅰ 2 小山 芳一 2
△ 24105 ⚒ 生 化 学 Ⅱ 2 小山 芳一 2
△ 24106 ⚑ 分 子 生 物 学 Ⅰ 2 髙橋 考太 2
△ 24107 ⚒ 分 子 生 物 学 Ⅱ 2 髙橋 考太 2

△ 24169 ⚑ バイオテクノロジーセミナー 2
小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣

3

△ 24132 ⚑ 細 胞 生 物 学 Ⅰ 2 水谷 武臣 3
△ 24133 ⚒ 細 胞 生 物 学 Ⅱ 2 水谷 武臣 3
△ 24174 ⚑ 遺 伝 子 工 学 Ⅰ 2 新沼 協 3
△ 24175 ⚒ 遺 伝 子 工 学 Ⅱ 2 新沼 協 3
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

生
命
科
学
系

Ｂ
群 24135 ⚒ バイオインフォマティクス 2 齋藤 静司 3

24148 ⚑ 生 命 科 学 の 未 来 2 小山 芳一 4

人
間
情
報
工
学
系

Ｃ
群

△ 24016 ⚒ 情 報 処 理 論 2 越前谷 博 1
△ 24161 ⚑ ア ルゴリズム概論 2 長谷川 大 2
△ 24108 ⚒ コンピュータアーキテクチャ 2 青木 直史 2
△ 24162 ⚒ データベースとネットワーク 2 平田 恵啓 2
△ 24163 ⚒ シ ス テ ム 概 論 2 長谷川 大 2
△ 24164 ⚒ 言 語 処 理 概 論 2 越前谷 博 2
△ 24165 ⚑ ソ フトウエア通論 2 長谷川 大 2
△ 24176 ⚑ 情 報セキュリティ 2 越前谷 博 3
△ 24177 ⚑ 情 報マネジメント 2 鈴木 聡士 3

24122 ⚑ 人 間 工 学 概 論 2 平田 恵啓 2
24123 ⚒ 計 測 工 学 2 横澤 宏一 2
24115 ⚒ 社 会 心 理 学 2 鈴木 聡士 2
24124 ⚑ 感 覚 情 報 処 理 2 平田 恵啓 3
24111 ⚑ 情 報 数 理 学 Ⅰ 2 喜田 拓也 3
24136 ⚒ 情 報 数 理 学 Ⅱ 2 喜田 拓也 3
23143 ⚒ 情 報 理 論 2 喜田 拓也 3
24121 ⚒ 音 声 工 学 概 論 2 広奥 暢 3
24138 ⚒ 生 活 支 援 工 学 2 橋場 参生 3
24149 ⚑ 運 動 機 能 計 測 2 笠原 敏史 4
24147 ⚑ ユニバーサルデザイン論 2 小宮加容子 4

実
験
・
実
習
・
演
習

Ｄ
群

24009 ⚑ 地 学 実 験 1 岡崎 敦男
高橋 伸幸 1

24116 ⚑ 生 物 学 実 験 1

小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣
早矢仕有子

2

24142 ⚒ 物 理 学 実 験 1 森越 文明 3

○ 24166 ⚒ 化 学 実 験 1
小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣

2

○ 24170 ⚑ バイオテクノロジー実習Ⅰ 1
小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣

3

○ 24171 ⚒ バイオテクノロジー実習Ⅱ 1
小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣

3

△
24018

⚑ 情報リテラシー演習 1

喜田 拓也
バビェノ マテウシュ

1
W⚑

24019 越前谷 博
バビェノ マテウシュ W⚒

○ 24167 ⚑ デ ー タ 解 析 演 習 1 鈴木 聡士
源野 雄輔 2
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2017年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

実
験
・
実
習
・
演
習

Ｄ
群

○ 24119 ⚒ プログラミング実習Ⅰ 1
越前谷 博
平田 恵啓
長谷川 大
喜田 拓也

2

○ 24145 ⚑ プログラミング実習Ⅱ 1
平田 恵啓
越前谷 博
長谷川 大
喜田 拓也

3

24118 ⚑ 情 報 数 理 学 演 習 1 喜田 拓也 3
24146 ⚒ ＷＥＢデザイン演習 1 鈴木 聡士 3

24150 ⚑ 人 間計測工学実験 1 平田 恵啓
長谷川 大 4

24172 ⚑ インターンシップA 1 各担当教員 3
24173 ⚑ インターンシップB 2 各担当教員 3

○

24901

通年 卒 業 研 究 6

小山 芳一

4

24902 髙橋 考太
24903 越前谷 博
24904 喜田 拓也
24905 鈴木 聡士
24906 平田 恵啓
24907 新沼 協
24908 水谷 武臣
24909 長谷川 大
24910 岡崎 敦男
24911 高橋 伸幸
24912 早矢仕有子
24913 森越 文明
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2012～2016年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

生
命
科
学
系

Ａ
群

21045
⚑ 線 形 代 数 学 Ⅰ 2

小林 保幸 1
21200 有馬研一郎 2
21046

⚒ 線 形 代 数 学 Ⅱ 2
矢不 俊文 1

21201 速水 孝夫 2
21047

⚒ 微 分 積 分 学 Ⅰ 2
吉田 啓佑 1

21202 山本 隆範 2
21211 ⚑ 微 分 積 分 学 Ⅱ 2 吉田 啓佑 2
21050 ⚑ 確 率 統 計 2 寺西 功哲 1
21065 ⚒

物 理 学 Ⅰ 2
前田 秀基 1

21110 ⚑ 羽部 千景 2
-

⚒ 物 理 学 Ⅱ 2
－ 1 開講せず

21111 羽部 千景 2

21225 ⚑ 物 理 学 Ⅲ 2 前田 秀基 2 ⽛物理学Ⅱ（前田担当）⽜に
読替

- ⚒ エ ネ ル ギ ー 論 2 － 2 開講せず
24129 ⚑ シミュレーション科学 2 岡崎 敦男 3
24130 ⚒ 地 球 環 境 論 2 高橋 伸幸 3

Ｂ
群

○ 24001 ⚑ 生 命 工 学 総 論 2 各担当教員 1
24002 ⚑ 生 命 工 学 倫 理 2 髙橋 考太 1
24003 ⚑ 化 学 概 論 2 久保 勘二 1
24004 ⚒ 有 機 化 学 2 松田 冬彦 1
24102 ⚑ 物 理 化 学 2 木下 博嗣 2
24005 ⚒ 微 生 物 学 2 福井 学 1
24006 ⚒ 生 物 学 概 論 2 新沼 協 1
- ⚒ 生 物 多 様 性 論 2 － 2 開講せず

△ 24104 ⚑ 生 化 学 Ⅰ 2 小山 芳一 2
△ 24105 ⚒ 生 化 学 Ⅱ 2 小山 芳一 2
△ 24106 ⚑ 分 子 生 物 学 Ⅰ 2 髙橋 考太 2
△ 24107 ⚒ 分 子 生 物 学 Ⅱ 2 髙橋 考太 2
△ 24131 ⚑ 分 子 生 物 学 Ⅲ 2 新沼 協 3 ⽛遺伝子工学Ⅰ⽜に読替
△ 24132 ⚑ 細 胞 生 物 学 Ⅰ 2 水谷 武臣 3
△ 24133 ⚒ 細 胞 生 物 学 Ⅱ 2 水谷 武臣 3
△ 24134 ⚒ 遺 伝 子 工 学 2 新沼 協 3 ⽛遺伝子工学Ⅱ⽜に読替

24135 ⚒ バイオインフォマティクス 2 齋藤 静司 3
24148 ⚑ 生 命 科 学 の 未 来 2 小山 芳一 4

人
間
情
報
工
学
系

Ｃ
群

△ 24007 ⚒ 情 報 処 理 技 術 2 越前谷 博 1 ⽛情報処理論⽜に読替
△ 24108 ⚒ コンピュータアーキテクチャ 2 青木 直史 2
△ 24109 ⚒ ソ フトウエア工学 2 長谷川 大 2 ⽛システム概論⽜に読替

△ 24110 ⚒ 人間メディアネットワーク 2 平田 恵啓 2 ⽛データベースとネット
ワーク⽜に読替

△ 24111 ⚑ 情 報 数 理 学 Ⅰ 2 喜田 拓也 2
24136 ⚒ 情 報 数 理 学 Ⅱ 2 喜田 拓也 3

△ 24137 ⚑ セ キュリティ倫理 2 越前谷 博 3 ⽛情報セキュリティ⽜に
読替

23143 ⚒ 情 報 理 論 2 喜田 拓也 3

―223―



4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2012～2016年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

人
間
情
報
工
学
系

Ｄ
群

24122 ⚑ 人 間 工 学 概 論 2 平田 恵啓 2
24121 ⚒ 音 声 工 学 概 論 2 広奥 暢 2
24123 ⚒ 計 測 工 学 2 横澤 宏一 2

△ 24124 ⚑ 感 覚 情 報 処 理 2 平田 恵啓 3
△ 24125 ⚑ ヒューマンインタフェース 2 長谷川 大 3

- ⚒ 認 知 科 学 2 － 3 開講せず
24138 ⚒ 生 活 支 援 工 学 2 橋場 参生 3
24149 ⚑ 運 動 機 能 計 測 2 笠原 敏史 4
24147 ⚑ ユニバーサルデザイン論 2 小宮加容子 4

Ｅ
群

21067 ⚑ 環 境 工 学 概 論 2 山田 俊郎 1 ⽛環境工学序論⽜読替

24112 ⚑ 地域環境システム論 2 鈴木 聡士 2 ⽛環境・エネルギーシス
テム論⽜に読替

- ⚑ 技術文書の書き方 2 － 2 開講せず

24114 ⚒ Ｉ Ｃ Ｔ 英 語 2 平田 洋子 2 ⽛Academic English⽜に
読替

24139 ⚑ 科 学 技 術 英 語 2 サムソノー グレゴ
リー フレドリック 3

24115 ⚒ 社 会 心 理 学 2 鈴木 聡士 2
24127 ⚑ 合 意 形 成 論 2 鈴木 聡士 3 ⽛情報マネジメント⽜に読替
24140 ⚑ Ｗ ＥＢビジネス論 2 沼田 真吾 3
24141 ⚒ バ イオビジネス論 2 長堀 紀子 3

24128 ⚒ プレゼンテーション 2 鈴木亜也子
鈴木 聡士 3

実
験
・
実
習
等

Ｆ
群

24166 ⚒ 化 学 実 験 1 － 1 開講せず

24009 ⚑ 地 学 実 験 1 岡崎 敦男
高橋 伸幸 1

24116 ⚑ 生 物 学 実 験 1

小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
早矢仕有子
水谷 武臣

2

24142 ⚒ 物 理 学 実 験 1 森越 文明 3

○ 24143 ⚑ バイオテクノロジー実習Ⅰ 2
小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣

3

○ 24144 ⚒ バイオテクノロジー実習Ⅱ 2
小山 芳一
髙橋 考太
新沼 協
水谷 武臣

3

○ - ⚑ 情報リテラシー演習Ⅰ 1 － 1 開講せず
○ - ⚑ 情報リテラシー演習Ⅱ 1 － 2 開講せず

24118 ⚑ 情 報 数 理 学 演 習 1 喜田 拓也 2

○ 24119 ⚒ プログラミング実習I 1
越前谷 博
平田 恵啓
長谷川 大
喜田 拓也

2

○ 24145 ⚑ プログラミング実習Ⅱ 1
平田 恵啓
越前谷 博
長谷川 大
喜田 拓也

3
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4.⑷ 専門教育科目【生命工学科 2012～2016年度以降入学者】

分野
必修○
選択
必修△

履修
コード

開講
学期 授 業 科 目 単

位 担 当 者 開講
年次

対象
クラス等 備 考

実
験
・
実
習
等

Ｆ
群

24146 ⚒ ＷＥＢデザイン演習 1 鈴木 聡士 3

24150 ⚑ 人 間計測工学実験 1 平田 恵啓
長谷川 大 4

24120 ⚑ イ ンターンシップ 2 各担当教員 3

○

24901

通年 卒 業 研 究 6

小山 芳一

4

24902 髙橋 考太
24903 越前谷 博
24904 喜田 拓也
24905 鈴木 聡士
24906 平田 恵啓
24907 新沼 協
24908 水谷 武臣
24909 長谷川 大
24910 岡崎 敦男
24911 高橋 伸幸
24912 早矢仕有子
24913 森越 文明
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各
学
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(＊
⚒
)
教
職
に
関
す
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ど
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す
。
詳
し
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は
教
職
課
程
の
⽛
履
修
の
手
引
⽜
な
ど
を
見
て
く
だ
さ
い
。



本学では数学関係科目がたくさん開講されていて，どの科目を履修したらよいのか迷うかもしれません。こ
こで各科目の内容と特徴を解説しますので，履修上の参考にしてください。なお，学科やコースによって必修
科目と選択科目の指定があります。
数学概論，線形代数学，微分積分学は計算力を充実させることを目標にしています。いわば腕力をつけると

いうことです。また，代数学，幾何学，解析学，確率統計は理論面を重視した内容になります。授業内容の詳
細は講義概要を参考にしてください。
以下，それぞれのケースに分けて解説します。（前頁，図参照）

● 数学が苦手な人 はまず数学概論Ⅰでしっかり勉強してください。少人数のクラス編成なので，授業の進
め方については受講者の学力程度に見合った無理のない形式となります。ノートに自分の解いた問題や配布
資料をバラバラにならないように日付を付けてしっかり整理してください。分からないところはそのままに
しないで質問してください。あなたの分からないところは他の人が分からないことが多いのです。その積み
重ねを毎回することで数学はあなたのものになって行きます。面倒がらずに詰め込みをしないでコツコツと
問題を解いてください。予習と復習，図書館の利用をお勧めします。線形代数学Ⅰは行列を主な学習対象と
して，計算力の充実を本線に線形性の概念を修得することを目標にしていますから，多少数学が苦手な人で
も十分ついていけるはずです。後は，図の流れに沿って学習して行けるでしょう。困ったときは一人で悩ま
ずに担当教員に相談してください。

● 数学が苦手というほどではない人 は，やはり数学概論Ⅰ，数学概論Ⅱで確認と補強をしてください。微分
積分学Ⅰや微分積分学Ⅱはそれらをもとに広範囲な内容を学習します。ノートをしっかり整理することや予
習と復習，図書館の利用は苦手の人の場合と同じです。線形代数学は将来いろいろな所に顔を出してきます
ので，線形代数学Ⅰの受講を勧めます。幾何学序論や確率統計の理論主体の科目もチャレンジしてみてはど
うでしょうか。数学の核心をなすものは，単なる計算だけではなく厳密な論理展開や証明といったものであ
ることが理解できるはずです。後は，図の流れに沿って学習して行けるでしょう。分からないときはいつで
も良いですから質問を，また困ったときは一人で悩まずに担当教員に相談してください。

● 数学が好き，面白いと思っている人 は，数学概論Ⅰ，数学概論Ⅱは復習ということになるでしょう。しか
し，通りいっぺんの学習をしただけで消化不良になっていないか，確認をおこたらないでください。線形代
数学は将来いろいろな所に顔を出してきます。まずは，入学しての新規科目として線形代数学Ⅰを勉強して
ください。ノートをしっかり整理し，予習復習を習慣づけ，新たな数学の世界に立ち向かってください。同
じ問題でもいろいろな解法があります。図書館を最大限に利用することも大切です。幾何学序論や確率統計
の理論重視の科目で磨きをかけてみてください。今まで学んだ数学とは異なる厳密な論理や緻密な証明にふ
れることができます。また，微分積分学Ⅰや微分積分学Ⅱでは高校で学んだ⽛数学Ⅲ⽜を超えた広範囲な内
容を学習します。後は，図の流れに沿って学習して行けるでしょう。あなたの興味と数学の力を伸ばして
いってください。分からないときはいつでも質問を，またスランプや壁にぶつかったら一人で悩まずに担当
教員に相談してください。

● 数学の教員免許の取得を目指す人 は開講されている数学の科目を全て履修し，修得するようにしてくだ
さい。図にあるように数学の広い分野にわたる科目が開設されています。特に理論重視の科目である代数
学，幾何学，解析学，確率統計，数理統計学や環境統計学・演習は数学の教職課程の必修科目になっていま
す。先に学ぶ科目は後で学ぶ科目の基礎になるので，先の分をキッチリ勉強しておけば自然に積み上げが効
いて自信が出てくると同時に，数学の本質的な部分も理解できるようになってくると思います。そのときは，
単に公式を覚えて適用すれば良いという考えはあなたから消えてしまうでしょう。計算力充実を目標とする
科目である数学概論，線形代数学，微分積分学も学習しておきましょう。すでに学習したものは分からなく
て困っている人を教えてやるぐらいの余裕も欲しいものです。これから教員の職も厳しくなるようなので，
少なくとも数学には自信を持って心配なくやっていけるよう，開講されている科目の受講だけで満足せずに
⚔年間，十分な数学の勉強を積んでください。なお，代数学序論，幾何学序論，解析学序論と確率統計は山
鼻校舎では開講されていないので，進級してからの受講は大変です。その他の事項も教職課程の⽛履修の手
引⽜などで十分に確認して受講してください。
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● 数学セミナー は平成22年度から新しく始まりました。教職課程の必須科目になっている理論重視科目（主
に代数学，幾何学，解析学）を学習していくための力をつけるためのものです。このために，履修者による
黒板での発表や証明を常時行いますので，事前の準備やレポートの作成に時間を必要としますが，数学の教
員免許を目指す人には受講が欠かせないと言えます。
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工学部⚑年次 一般教育科目のセミナーについて

⚑．受講希望者は，次ページの一覧表にて受講申込の有無を確認して下さい。
⚒．受講申込が必要な科目の受講希望者は，別ページのセミナー受講申込書に必要事項を記入の上，希望する
セミナーの初回講義に出席し提出して下さい。

⚓．受講申込科目の許可発表は，初回講義時もしくは，受講者数が多数の場合は選抜し数日以内に工学部掲示
板で発表します。
また，再募集するセミナーがある場合は最初の受講許可者発表と同時に掲示しますので，選抜にもれた学

生で，受講希望をする場合は担当教員の受講許可を得て下さい。
⚔．受講申込科目の履修登録は，必ず受講許可発表の確認をしてから行って下さい。（受講許可者以外は履修
を認めません。）また，受講許可者以外が履修登録した場合，当該科目は履修登録確認書から削除されますの
で注意してください。

⚕．受講申込みが必要な科目の受講を許可された学生は，たとえ履修変更期間であっても，許可なく履修を変
更することができませんので，十分検討したうえで申込みをしてください。（※履修変更の可否については
次ページで確認してください。）また，履修変更可能な科目であっても，担当教員に許可を得たうえで，履修
変更期間内に教務センター窓口まで申し出てください。

⚖．第⚒学期受講希望者も第⚑学期の初回講義に必ず出席して下さい。（受講申込不要科目を除く。）
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一般教育科目セミナー一覧

科目名 担当教員
受講申込
必要＝○
不要＝×

履修変更

テーマ⚑学期 ⚒学期

追加 削除 追加 削除

①音 声 学 セ ミ ナ ー
小 野 智香子

× × ○ × ○ 人間の音声はどのように生み出されるのか

②一般言語学セミナー × × ○ × ○ 未知の言語を解読する方法を学ぶ

①デザインセミナーⅠ
原 井 憲 二

○ × ○ 要
相
談

○ 構想を練り，イメージしたものを形にする，一連の
行為としてのデザイン②デザインセミナーⅡ ○ × ○ ○

①地球環境セミナーⅠ
髙 橋 伸 幸

○ 要
相
談

○ 要
相
談

○ 札幌周辺における自然環境

②地球環境セミナーⅡ ○ ○ ○ 日本付近の気象・気候

①宇宙科学セミナーⅠ
岡 崎 敦 男

○ 要
相
談

○ × ○
宇宙を観る，宇宙を知る

②宇宙科学セミナーⅡ ○ ○ × ○

①環境生物科学セミナーⅠ
早矢仕 有 子

○ × ○ 要
相
談

○
身近な鳥類をとおして自然環境を考える

②環境生物科学セミナーⅡ ○ × ○ ○

①②化 学 セ ミ ナ ー Ⅰ
久 保 勘 二

○ × ○ 要
相
談

○
ものづくりを通して身近な物質を知る

①②化 学 セ ミ ナ ー Ⅱ ○ × ○ ○

①数 学 セ ミ ナ ー Ⅰ
※受講申込 不要

佐 野 貴 志 × ○ ○ ○ ○ 論理学，集合論，証明法の初歩を学ぶ

②数 学 セ ミ ナ ー Ⅱ
※受講申込 不要

山 本 隆 範 × ○ ○ ○ ○ 凸解析，線形計画法

※①第⚑学期，②第⚒学期。
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一般教育科目セミナー受講申込書

工学部 学科 コース ⚑ 年 組 番

フリガナ

氏 名

曜日 時限 担当教員名 科目名

(志望理由) ※セミナーによっては，志望理由の内容を指定している場合がありますので注意してください。

注）この用紙を複数必要な場合は各自でコピーしてください。




